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本
日
こ
こ
に
平
成
２２
年
第
１

回
定
例
会
を
開
会
す
る
に
あ
た

り
、
ま
ず
、
国
民
健
康
保
険
料

の
介
護
分
を
過
大
に
賦
課
し
て

い
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
問
題
は
、
平
成
１２
年
４

月
の
介
護
保
険
制
度
の
開
始
に

伴
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
築
の
際
の

検
証
に
不
備
が
あ
り
、
社
会
保

険
診
療
報
酬
支
払
基
金
へ
誤
っ

た
被
保
険
者
数
を
報
告
し
た
た

め
国
民
健
康
保
険
料
の
介
護
分

を
過
大
に
賦
課
す
る
結
果
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

市
民
の
み
な
さ
ま
に
多
大
な

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ

と
を
心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

私
は
こ
の
事
態
を
重
く
受
け

と
め
、
市
政
の
最
高
責
任
者
と

し
て
私
の
給
料
月
額
の
１０
分
の

３
を
減
額
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。ま

た
、
平
成
１９
年
度
か
ら
平

成
２１
年
度
ま
で
の
過
大
に
徴
収

し
た
金
額
に
つ
い
て
は
返
還
す

る
と
の
方
針
を
決
定
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
早
け
れ
ば
７
月
中

に
は
返
還
の
手
続
き
を
開
始
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
１８
年
度
以
前
の

過
大
に
徴
収
し
た
保
険
料
に
つ

い
て
は
返
還
の
た
め
に
必
要
な

調
査
を
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
と
も
私
を
は
じ
め
全
職

員
が
、
こ
の
問
題
の
み
な
ら
ず

そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
に
お
け
る
職

務
の
遂
行
に
あ
た
っ
て
も
市
民

の
み
な
さ
ま
の
信
頼
を
得
ら
れ

る
よ
う
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
の
で
、
な
に
と
ぞ

ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

活
力
あ
る
東
大
阪
の
再
生

改
め
ま
し
て
、
市
政
の
運
営

に
つ
い
て
の
基
本
方
針
を
申
し

上
げ
ま
す
。

私
が
東
大
阪
市
と
い
う
大
船

を
、
多
く
の
市
民
の
切
実
な
願

い
で
あ
る
「
活
力
あ
る
東
大
阪

の
再
生
」
へ
導
く
と
い
う
熱
い

期
待
に
応
え
る
た
め
、
市
政
運

か
じ

営
の
舵
取
り
を
ゆ
だ
ね
ら
れ
て

２
年
余
り
が
経
過
し
ま
し
た
。

市
長
就
任
後
、
初
め
て
の
定

例
会
で
も
申
し
述
べ
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
こ
の
「
活
力
あ
る
東

大
阪
の
再
生
」
を
願
う
市
民
の

熱
い
思
い
は
私
の
心
の
奥
底
に

脈
々
と
息
づ
き
、
市
政
運
営
の

重
責
を
果
た
す
う
え
で
の
励
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

若
き
日
の
斎
藤
茂
吉
は
、

「
あ
か
あ
か
と
一
本
の
道
と
ほ

り
た
り

た
ま
き
は
る
我
が
命

な
り
け
り
」と
う
た
い
ま
し
た
。

平
成
２２
年
度
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
市
民
の
熱
い
期
待
に
対

す
る
感
謝
の
念
と
と
も
に
期
待

に
何
と
し
て
も
応
え
て
い
か
ね

ば
な
ら
ぬ
と
い
う
意
欲
が
、
今

こ
う
し
て
所
信
を
述
べ
る
瞬
間

に
お
い
て
さ
え
沸
々
と
湧
き
上

が
っ
て
い
ま
す
。

斎
藤
茂
吉
の
歌
の
思
い
を
心

ま
い
し
ん

に
刻
み
、
市
政
運
営
に
邁
進
し

て
い
き
ま
す
。

平
成
２２
年
度
は
私
の
１
期
目

の
総
仕
上
げ
に
向
け
た
大
切
な

年
で
あ
り
、
同
時
に
平
成
２３
年

度
か
ら
始
ま
る
本
市
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
に
基
づ
く
ま
ち

づ
く
り
へ
の
力
強
い
歩
み
を
踏

み
出
す
重
要
な
年
で
す
。

私
は
平
成
２２
年
度
を
東
大
阪

の
新
た
な
幕
明
け
へ
の
「
架
け

橋
」
の
年
と
位
置
付
け
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
「
安
全
で

快
適
に
住
み
、
元
気
に
働
き
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
、憩
い
、

楽
し
む
元
気
都
市
」を
目
標
に
、

「
活
力
あ
る
東
大
阪
の
再
生
」

の
実
現
に
向
け
、
決
意
を
新
た

に
各
般
施
策
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

そ
の
た
め
、
市
政
の
最
高
責

任
者
と
し
て
市
民
に
と
っ
て
何

が
一
番
利
益
に
な
る
か
を
最
大

の
判
断
基
準
と
し
、
職
員
の
先

頭
に
立
ち
、
先
見
性
、
粘
り
強

い
実
行
力
、
そ
し
て
無
私
の
心

を
も
っ
て
進
取
果
敢
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

現
在
、
我
が
国
は
、
政
治
・

経
済
・
社
会
の
大
転
換
期
に
直

面
し
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
多
く
の
課

題
が
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
大
転
換
期
を
乗
り
切
る
た
め

に
は
、改
め
て
東
大
阪
の
民
力
、

政
治
力
、
行
政
力
の
結
集
を
呼

び
掛
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

お
の
お
の
の
英
知
と
力
を
結
集

し
、
必
ず
や
「
活
力
あ
る
東
大

阪
の
再
生
」
を
実
現
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

東
大
阪
が
元
気
に
な
れ
ば
大

阪
が
元
気
に
な
り
、
大
阪
が
元

気
に
な
れ
ば
日
本
が
元
気
に
な

り
ま
す
。
わ
が
ま
ち
東
大
阪
か

ら
日
本
の
明
る
い
未
来
を
築
い

て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

東
大
阪
市
の
明
る
い
未
来
へ

ひ
ら

の
展
望
を
切
り
拓
く
手
立
て
の

一
つ
と
し
て
、
２
０
１
９
年
に

日
本
で
開
催
さ
れ
る
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
近
鉄
花
園

ラ
グ
ビ
ー
場
に
誘
致
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

よ
り
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、

橋
下
大
阪
府
知
事
と
も
タ
ッ
グ

を
組
み
、
市
民
、
企
業
、
議
会
、

行
政
が
一
丸
と
な
っ
て
「
ラ
グ

ビ
ー
の
ま
ち
東
大
阪
」「
モ
ノ
づ

く
り
の
ま
ち
東
大
阪
」
を
世
界

に
発
信
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
絶
大
な
る
力
添
え

を
お
願
い
し
ま
す
。

本
市
経
済
の
活
性
化

喫
緊
の
課
題
は
、
非
常
事
態

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
本

市
経
済
の
活
性
化
で
す
。

世
界
同
時
不
況
と
な
っ
た
一

昨
年
秋
の
米
国
発
の
金
融
危
機

は
、
今
日
に
至
る
ま
で
本
市
中

小
企
業
を
直
撃
し
て
い
ま
す
。

今
こ
そ
一
刻
も
早
い
対
応
が

不
可
欠
で
す
。「
モ
ノ
づ
く
り
の

ま
ち
東
大
阪
」
の
活
性
化
に
向

け
て
ア
ク
セ
ル
を
強
く
踏
み
込

み
、
加
速
す
べ
き
重
要
な
と
き

で
す
。
そ
の
た
め
、
東
大
阪
市

民
の
生
活
を
守
る
と
同
時
に
、

東
大
阪
市
の
景
気
・
経
済
・
雇

用
を
改
善
す
べ
く
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
諸
施
策
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

国
の
緊
急
経
済
対
策
を
活
用

し
た
本
市
の
対
策
で
は
、
総
額

１１
億
円
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
共

通
商
品
券
「
と
く
と
く
ト
ラ
イ

券
」
の
発
行
、
鉄
道
駅
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
の
設
置
、
全
市
立
小
・

中
学
校
８０
校
に
災
害
時
用
物
資

備
蓄
倉
庫
の
設
置
な
ど
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

平
成
２２
年
度
は
、
国
の
平
成

２１
年
度
第
２
次
補
正
予
算
で
決

定
さ
れ
た
「
地
域
活
性
化
・
き

め
細
か
な
臨
時
交
付
金
」
を
活

用
し
、
小
・
中
学
校
の
教
室
の

環
境
整
備
や
道
路
舗
装
、
公
園

整
備
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
緊

急
雇
用
創
出
基
金
、
ふ
る
さ
と

雇
用
再
生
特
別
基
金
を
活
用
し

て
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
開

設
、
放
置
自
転
車
防
止
啓
発
業

務
な
ど
の
事
業
に
よ
り
、
平
成

２１
年
度
に
１
１
６
名
の
雇
用
を

創
出
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
２２

年
度
に
お
い
て
も
新
た
に
都
市

公
園
除
草
清
掃
事
業
や
学
校
Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
雇
用
な
ど
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
２
０
８

名
の
雇
用
・
就
労
機
会
の
創
出

を
図
り
ま
す
。

一
方
、
市
の
経
済
を
今
以
上

に
失
速
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
昨
年
７
月
開
催
の
中
小
企

業
都
市
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、「
東
大

阪
宣
言
」
を
採
択
。
基
盤
的
技

術
産
業
集
積
の
重
要
性
を
訴
え
、

中
小
企
業
の
経
営
安
定
化
、
高

付
加
価
値
化
の
支
援
、
操
業
環

境
の
確
保
に
向
け
た
施
策
の
実

施
を
求
め
る
国
へ
の
政
策
提
言

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
特
許

庁
の
「
知
財
先
進
都
市
支
援
事

業
」
の
採
択
を
受
け
、
調
査
・

検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
知
的

財
産
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
知
財
集

中
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
の
取

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
く
不
況
に
あ

え
ぐ
市
内
事
業
者
に
対
し
運
転

資
金
に
か
か
る
電
話
相
談
窓
口

を
開
設
す
る
と
と
も
に
、
私
自

ら
も
昨
年
末
に
市
内
金
融
機
関

お
よ
び
大
阪
府
中
小
企
業
信
用

保
証
協
会
に
対
し
て
積
極
的
な

働
き
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、「
活
力
あ
る
東
大

阪
の
再
生
」
へ
の
歩
み
を
停
滞

さ
せ
な
い
よ
う
、
小
学
校
の
体

育
館
の
耐
震
化
工
事
、
近
鉄
石

切
駅
の
耐
震
補
強
工
事
、
旭
町

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
写
真

右
）の
建
設
、近
鉄
奈
良
線
の
連

続
立
体
交
差
事
業
な
ど
の
建
設

事
業
の
推
進
に
努
め
て
き
ま
し

た
。旭
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

が
４
月
下
旬
に
オ
ー
プ
ン
す
る

こ
と
に
よ
り
、
い
き
い
き
と
子

育
て
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
が
図
ら
れ
、
近
鉄
奈
良
線

の
奈
良
行
き
が
５
月
末
に
も
高

架
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
交
通

渋
滞
の
緩
和
と
と
も
に
交
通
の

利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
進
め
て
い

く
た
め
に
も
財
源
の
確
保
と
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
を
め

ざ
し
、
平
成
１７
年
度
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
集
中
改
革
プ
ラ
ン

を
着
実
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

平
成
２２
年
度
を
初
年
度
と
す
る

（
仮
称
）新
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に

よ
り
、さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

平
成
２２
年
第
１
回
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、

野
田
市
長
は
市
政
運
営
方
針
を
表
明
し
ま
し
た
。

あ
ら
ま
し
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

※
６
面
に
続
く
。

２学校生活を応援します

３国保加入の届出は１４日以内に

６市政運営方針

７「東大阪市安全安心なまちづくり基本条例」を施行
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古
紙
配
合
率
７０
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
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就
学
費
用
を
援
助
し
ま
す

経
済
的
な
理
由
で
、
子
ど
も

に
義
務
教
育
を
受
け
さ
せ
る
こ

と
が
困
難
な
保
護
者
を
対
象
に
、

所
得
な
ど
を
審
査
の
う
え
就
学

費
用
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。

◇
援
助
す
る
費
用

▽
入
学

準
備
費

▽
学
用
品
費

▽
学

校
給
食
費

▽
修
学
旅
行
費

▽
臨
海
・
林
間
学
舎
費
（
交
通

費
な
ど
）

▽
結
膜
炎
、
中
耳

炎
、
虫
歯
、
慢
性
副
鼻
腔
炎
な

ど
の
治
療
費
（
治
療
費
は
医
療

機
関
へ
直
接
支
払
い
ま
す
）

◇
申
請
方
法

４
月
初
旬
に

学
校
で
配
布
す
る
申
請
書
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
在
学
し
て

い
る
学
校
（
小
・
中
学
校
両
方

に
在
学
し
て
い
る
場
合
は
い
ず

れ
か
一
方
）
ま
た
は
学
事
課
へ

４
月
１２
日
�
〜
３０
日
�
に
申
請

（
郵
送
不
可
）

※
必
ず
個
人
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
平
成
２２
年
１
月
１
日

現
在
、
東
大
阪
市
に
住
所
が
あ

る
場
合
は
、
所
得
証
明
書
の
添

付
は
不
要
で
す
。

奨
学
金
を
お
貸
し
し
ま
す

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
経
済

的
な
理
由
で
高
校
や
高
等
専
門

学
校
、
短
期
大
学
、
大
学
で
の

勉
学
に
不
安
の
あ
る
方
を
対
象

に
、
選
考
の
う
え
奨
学
金
を
お

貸
し
し
ま
す
（
専
修
学
校
や
各

種
学
校
、
通
信
制
を
除
く
）。

な
お
、
卒
業
後
に
返
還
の
義

務
が
あ
り
ま
す
。

【
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学

校
（
１
〜
３
年
生
）】

◇
貸
付
金
額
（
月
額
）

▽

国
・
公
立
�
８
０
０
０
円

▽

私
立
�
１
万
３
０
０
０
円

◇
募
集
人
数

４５
人
程
度

【
高
等
専
門
学
校
（
４
・
５

年
生
）、
短
期
大
学
、
大
学
】

◇
貸
付
金
額（
月
額
）

▽
国

・
公
立
�
１
万
４
０
０
０
円

▽
私
立
�
１
万
７
０
０
０
円

◇
募
集
人
数

２５
人
程
度

◇
申
請
方
法

学
事
課
ま
た

は
在
学
し
て
い
る
学
校
に
置
い

て
い
る
願
書
、推
薦
調
書
に
必
要

事
項
を
書
い
て
、
世
帯
全
員
の

住
民
票
の
写
し（
外
国
籍
の
方
は

外
国
人
登
録
原
票
記
載
事
項
証

明
書
）と
市
・
府
民
税
証
明
書
を

添
え
て
、
４
月
１２
日
�
〜
５
月

２０
日
�
に
学
事
課
へ
届
く
よ
う

に
在
学
し
て
い
る
学
校
へ
直
接

◇

◇

◇
問
合
せ
先

学
事
課

０
６（
４
３
０
９
）３
２
７
２
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
３
８

市
・
府
民
税
普
通
徴
収
分

や
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
を
第
１
期
分
の
納
期
限
ま

で
に
全
期
分
を
一
括
し
て
納

付
し
た
場
合
に
交
付
す
る「
前

納
報
奨
金
」
の
制
度
を
平
成

２２
年
度
か
ら
廃
止
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
戦
後
の
混

乱
期
に
市
町
村
の
早
期
財
源

確
保
と
納
税
意
識
を
向
上
す

る
た
め
、
昭
和
２５
年
に
創
設

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

間
の
経
済
発
展
や
口
座
振
替

制
度
の
普
及
に
よ
っ
て
自
主

納
付
の
意
識
が
定
着
し
た
こ

と
や
前
納
報
奨
金
制
度
の
対

象
と
な
ら
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
な
ど
に
不
公
平
が
あ
る
こ

と
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、

平
成
２１
年
度
で
終
了
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
今
後
と
も
納
期
内
納
付

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

▽
制
度
に

つ
い
て
�
税
制
課

０
６

（
４
３
０
９
）
３
１
３
１
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

１
０

▽
市
民
税
に
つ
い
て

�
市
民
税
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
３
５
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
０
９

▽
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
�

固
定
資
産
税
課

０
６（
４
３

０
９
）
３
１
４
１
〜
４
、
�

０
６（
４
３
０
９
）３
８
１
１

▽
納
税
に
つ
い
て
�
納
税
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
４
８

〜
５
４
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
８

手
続
き
が
必
要
で
す

一
括
口
座
振
替
の
変
更

前
納
報
奨
金
の
廃
止
に
伴

い
、
こ
れ
ま
で
全
期
分
の
一

括
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い

た
方
で
、
今
後
は
期
別
ご
と

の
振
替
へ
の
変
更
を
希
望
す

る
場
合
は
、
変
更
依
頼
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。

全
期
分
の
一
括
口
座
振
替

を
し
て
い
る
方
に
は
変
更
依

頼
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

変
更
を
希
望
す
る
方
で
変
更

依
頼
書
が
届
い
て
い
な
い
方

や
な
く
さ
れ
た
方
は
、
至
急

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
ま
で
ど
お
り
の

取
扱
い
を
希
望
す
る
場
合
は
、

提
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
問
合
せ
先

納
税
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
４
７
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

０
８

市
で
は
、
行
財
政
改
革
の

着
実
な
推
進
を
図
り
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
と
財

源
の
確
保
の
た
め
に
作
成
し

た
「
（
仮
称
）
新
集
中
改
革
プ

ラ
ン
（
素
案
）
」
の
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

素
案
は
、
３
月
２４
日
�
か

ら
市
役
所
本
庁
舎
１０
階
行
財

政
改
革
室
と
１
階
市
政
情
報

相
談
課
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
３０
分
）
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
（
意
見
募
集
）
の
手

続
き
」
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。◇

対
象

市
内
在
住
、
在

勤
、
在
学
の
方
ま
た
は
団
体

◇
提
出
方
法

住
所
、
氏

名
（
団
体
は
団
体
名
、
所
在

地
、
代
表
者
名
）、
電
話
番
号

を
書
い
て
、
３
月
２４
日
�
〜

４
月
６
日
�
（
必
着
）
に
郵

送（
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
、

直
接
持
参
も
可
）

※
書
式
は
問
い
ま
せ
ん
が

閲
覧
場
所
に
ひ
な
形
を
用
意

し
て
い
ま
す
。

◇
提
出
・
問
合
せ
先

〒

５７７
・
８
５
２
１
市
役
所
行
財

政
改
革
室

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
０
５
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
２
６
、

Ｅ
メ
ー
ルg

y
o
z
a
is
e
i @

city
.h
ig
a
s
h
io
s
a
k
a
.

lg
.jp

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
市
税
の
電
子
申
告
・
申

請
シ
ス
テ
ム
「
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ

（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）
」
を
３
月

２３
日
か
ら
開
始
し
て
い
ま

す
。こ

の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
さ

れ
る
と
、
法
人
市
民
税
や
事

業
所
税
、
償
却
資
産
に
か
か

る
固
定
資
産
税
、
給
与
支
払

報
告
書
な
ど
市
税
の
申
告
と

法
人
設
立
届
出
、
事
業
所
の

新
設
・
廃
止
な
ど
の
申
請
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

手
続
き
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

利
用
届
出
や
申
告
方
法
な

ど
く
わ
し
く
は
、
�
地
方
税

電
子
化
協
議
会
の
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ

Ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp�
��w
w
w
.elta

x
.jp�

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

税
制
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
３
１
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

１
０

※広告掲載の申込みは広告代理店（�宣成社 ０６・６２２２・６８８８）へ

（仮称）新集中改革プラン

意見を募集します

就
学
費
用
を
援
助
・
奨
学
金
を
貸
与

パブリック

コメント

法
人
市
民
税
や
事
業
所
税
な
ど

電
子
申
告
が
可
能
に

市
税
の
電
子
申
告
シ
ス
テ
ム

エ

ル

タ

ッ

ク

ス

「
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
」の
ご
利
用
を

市税の前納報奨金

平成２２年度から廃止

（２）平成２２年４月１日東 大 阪 市 政 だ よ り
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口
座
振
替
の
利
用
者
へ

振
替
方
法
を
確
認
し
ま
す

会
社
を
辞
め
た
と
き
や
他
市

町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た
と
き
、

生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た

と
き
は
、
国
保
加
入
の
届
出
を

必
ず
１４
日
以
内
に
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

１４
日
以
内
に
届
出
を
す
る
と
、

以
前
の
健
康
保
険
か
ら
継
続
し

て
保
険
給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す

が
、
１４
日
を
過
ぎ
る
と
届
出
日

か
ら
の
給
付
と
な
り
、
さ
か
の

ぼ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。こ
の

た
め
、保
険
証
が
な
い
期
間
の
医

療
費
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
国
保
の
資
格
は
社

会
保
険
の
資
格
が
な
く
な
っ
た

と
き
や
転
入
し
た
と
き
か
ら
始

ま
り
、
保
険
料
は
加
入
届
が
遅

れ
て
も
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。支
払
期
間
は
、以
前
加

入
し
て
い
た
健
康
保
険
の
資
格

が
な
く
な
っ
た
日
ま
で
さ
か
の

ぼ
り
、
最
大
で
２
年
間
の
保
険

料
を
支
払
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

交
通
事
故
で
国
保
を

使
う
と
き
は
届
出
を

第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
受

け
た
傷
病
の
医
療
費
は
、
原
則

と
し
て
加
害
者
側
が
全
額
負
担

す
べ
き
も
の
で
す
。
た
だ
し
、

国
保
の
被
保
険
者
が
「
第
三
者

行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
を
提
出

す
る
と
保
険
証
を
使
っ
て
国
保

で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
場
合
、
国
保
が
一

時
的
に
医
療
費
を
立
て
替
え
た

後
、
加
害
者
側
に
費
用
を
請
求

し
ま
す
。

交
通
事
故
な
ど
で
ケ
ガ
を
し

て
、
や
む
を
得
ず
国
保
を
使
っ

て
治
療
を
受
け
る
場
合
は
、「
第

三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
に

「
交
通
事
故
証
明
書
（
人
身
事

故
）」を
添
え
て
、
医
療
保
険
室

資
格
給
付
課
ま
た
は
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
必
ず
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
届
出
の
前
に
、

加
害
者
側
か
ら
治
療
費
を
受
け

取
っ
た
り
、
示
談
を
済
ま
せ
た

り
す
る
と
、
国
保
が
使
え
な
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
届
出

書
一
式
は
、
医
療
保
険
室
資
格

給
付
課
ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

◇
届
出
に
必
要
な
も
の

▽

第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
一

式

▽
交
通
事
故
証
明
書

▽

国
民
健
康
保
険
証

▽
印
鑑
な

ど

◇

◇

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

資
格
給
付
課

０
６
（
４
３

０
９
）３
１
６
７
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
４

国
民
健
康
保
険
料
を
第
１

期
分
の
納
期
限
ま
で
に
全
期

分
を
一
括
し
て
納
付
し
た
場

合
に
交
付
す
る
「
前
納
報
奨

金
」
の
制
度
を
平
成
２２
年
度

か
ら
廃
止
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
納
付
意
識

向
上
の
た
め
平
成
３
年
に
創

設
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
経

済
発
展
や
口
座
振
替
制
度
の

普
及
に
よ
っ
て
自
主
納
付
の

意
識
が
定
着
し
た
こ
と
や
前

納
報
奨
金
制
度
の
対
象
と
な

ら
な
い
特
別
徴
収
の
方
と
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
の
方
に

不
公
平
が
あ
る
こ
と
な
ど
を

総
合
的
に
判
断
し
、
平
成
２１

年
度
で
終
了
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
今
後
と
も
納
期
内
納
付

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

前
納
報
奨
金
の
廃
止
に
伴

い
、
現
在
口
座
振
替
を
利
用

し
て
い
る
方
に
は
、
平
成
２２

年
度
以
降
の
国
民
健
康
保
険

料
の
口
座
振
替
方
法
を
選
択

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

振
替
方
法
を
確
認
す
る
文

書
を
４
月
中
旬
に
送
付
し
ま

す
の
で
、
今
後
一
括
引
き
落

と
し
を
希
望
す
る
方
は
、
返

信
用
通
知
に
署
名
、
捺
印
の

う
え
５
月
３１
日
�
（
必
着
）

ま
で
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
返
信
が
な
い
場
合

は
期
別
引
き
落
と
し
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険

室
保
険
料
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
６
８
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
０
７

医
療
保
険
料
は
、
所
得
額
を

も
と
に
決
定
し
て
い
ま
す
。

未
申
告
の
場
合
、
保
険
料
の

算
定
や
非
課
税
世
帯
の
判
定
が

行
え
ず
、
高
額
な
保
険
料
を
請

求
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
ま
た
、
高
額
療
養
費
の

区
分
判
定
に
も
影
響
し
ま
す
。

収
入
や
所
得
が
な
く
て
も
、

必
ず
４
月
１５
日
�
ま
で
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。
医
療
保
険
室

保
険
料
課
ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
で
受
付
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
確
定
申
告
や
市
・

府
民
税
の
申
告
を
し
た
方
は
、

医
療
保
険
料
の
所
得
申
告
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

徴
収
嘱
託
員
制
度

来
所
な
ど
で
の
納
付
が
困
難

な
方
に
は
、
徴
収
嘱
託
員
が
自

宅
に
伺
い
、
保
険
料
を
納
付
し

て
い
た
だ
く
徴
収
嘱
託
員
制
度

が
あ
り
ま
す
。徴
収
嘱
託
員
は
、

市
が
発
行
す
る
証
明
書
（
写
真

入
り
）
を
携
帯
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た

不
審
な
点
が
あ
る
と
き
は
、
医

療
保
険
室
保
険
料
課
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

保
険
料
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
６
８
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
７

万
一
の
災
難
に
備
え
、
ぜ

ひ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

【
交
通
災
害
共
済
】

◇
掛
金

１
人
に
つ
き
６

０
０
円
（
１
年
分
）
で
１
人

１
口
に
限
る

◇
見
舞
金
な
ど

▽
死
亡

に
よ
る
見
舞
金
�
世
帯
主
２

０
０
万
円
、世
帯
主
以
外（
単

身
世
帯
を
含
む
）
１
５
０
万

円

▽
入
院
・
通
院
日
数
に

応
じ
た
見
舞
金
�
１
万
円
〜

２０
万
円

▽
入
院
付
加
金
�

１０
日
以
上
の
入
院
に
限
り
１

万
円
〜
３
万
円

【
火
災
共
済
】

◇
掛
金

１
世
帯
１
口
６

０
０
円
（
１
年
分
）
で
３
口

ま
で◇

見
舞
金
な
ど
（
１
口
あ

た
り
）

▽
被
害
に
応
じ
た

見
舞
金
�
２
万
円
〜
１
５
０

万
円

▽
死
亡
弔
慰
金
�
１

人
１
０
０
万
円

◇

◇

◇
対
象

市
内
在
住
で
住

民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録

を
し
て
い
る
方
（
火
災
共
済

は
世
帯
主
に
限
る
）

◇
申
込
方
法

市
役
所
本

庁
舎
５
階
市
民
総
務
室
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

※
就
学
援
助
の
認
定
を
受

け
て
い
る
世
帯
は
申
し
出
の

う
え
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
内
金
融
機
関
（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
直
営
店
お
よ
び
郵

便
局
を
除
く
）
で
の
受
付
は

３
月
３１
日
で
終
了
し
ま
し

た
。◇

問
合
せ
先

市
民
総
務

室

０
６（
４
３
０
９
）３
１

５
８
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
１
２

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
で
は
、
平
成
２２
年
度
か

ら
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

を
対
象
に
、
２
万
６
０
０
０
円

を
限
度
と
し
て
人
間
ド
ッ
ク
受

診
費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す
。

申
請
は
４
月
１
日
�
か
ら
市

区
町
村
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

本
市
で
は
、
医
療
保
険
室
資

格
給
付
課
ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
ま
す

の
で
、
平
成
２２
年
４
月
以
降
に

受
診
し
た
人
間
ド
ッ
ク
の
領
収

書
、
検
査
結
果
通
知
書
、
被
保

険
者
証
、
口
座
番
号
が
わ
か
る

も
の
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、

支
給
し
ま
す
。

な
お
、
助
成
は
同
じ
年
度
で

１
回
限
り
で
す
。
ま
た
、
人
間

ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
と
、
健
康

診
査
を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

◇
問
合
せ
先

▽
大
阪
府
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
給
付

課

０
６
（
４
７
９
０
）
２
０

３
１

▽
医
療
保
険
室
資
格
給

付
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１

６
７
、
�
０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
０
４

後期高齢者医療

国国
保保
加加
入入
のの
届届
出出
はは
１１４４
日日
以以
内内
にに

会会
社社
をを
辞辞
めめ
たた
とと
きき
やや
転転
入入
のの
とと
きき
なな
どど

国民健康保険・後期高齢者医療

市民交通災害・火災共済

加入申込みはお済みですか

国民健康保険

前
納
報
奨
金
を
廃
止

平
成
２２
年
度
か
ら

人
間
ド
ッ
ク
受
診
費
用

一
部
助
成
し
ま
す

平
成
２２
年
度
か
ら

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２２年４月１日（３）
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地元野菜を食べる�

地元の野菜を使ったヘルスメイト

おすすめの簡単料理を紹介します。

市内では４月下旬から６月にかけ

て玉ねぎが収穫されます。玉ねぎは

皮の色が濃く、よく乾燥していてツ

ヤと重みがあるものを選びましょう。

風通しのよいところにネットなどに

入れてつるして保存すると２～３か

月もちますが、新玉ねぎは１週間く

らいしかもちません。

地元で採れた新鮮野菜は、農協の

直売所などで購入できます。

【春野菜のダイナミック煮�１人
分の栄養価：エネルギー２３０kcal、塩

分２．６ｇ�】
�春キャベツは芯を残したまま８

等分のくし形に切る。新玉ねぎは薄

切り、にんじんは長さ４～５�の細
切りにし、ソーセージは斜めに切り

込みを入れる。

�鍋に�の材料をすべて入れ、水、
固形スープの素、塩、粗びきこしょう

を加えて火にかける。煮立ったら中

火にし、やわらかくなるまで煮る。

�器に煮汁ごと盛り付け、パセリ
を散らす。

材料（４人分） 春キャベツ１個

（約１�）、新玉ねぎ２個、にんじん
１本、ソーセージ８本、水３カップ、

固形スープの素２個、塩少々、粗び

きこしょう適量、パセリ（みじん切

り）適量

�問健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、

�０７２（９６０）３８０９

健康・禁煙相談広場

�時�所�４月８日���夢広場（布施
駅前）�１３日���東保健センター、
�ももの広場（楠根）�１４日	��中保
健センター�１６日
��やまなみプラ
ザ（四条）�２０日���ゆうゆうプラ
ザ（日下）、�はすの広場（近江堂）�
２２日���グリーンパル（中鴻池）
☆�が午前１０時３０分～１１時３０分、�が午
後３時～４時 �対成人 �内健康・禁煙
相談、女性の健康相談、血圧測定など

�問健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、�
０７２（９６０）３８０９

プレパパ・ママの会

初めてパパ・ママになる方、赤ちゃ

んのお風呂の入れ方や育児の仕方など

を学びませんか。 �時４月２１日	午後
１時３０分から �対妊婦とそのパートナ
ー �定１０組（申込先着順）
�所�申�問中保健センター

肺がん・結核エックス線検診

�時４月７日	午前９時３０分～１０時３０
分、１３日�午後１時３０分～２時３０分
�定各３０人（申込先着順） �内�対�肺が
ん検診�市内在住の４０歳以上の方�結
核検診�市内在住の６５歳以上の方
�所�申�問中保健センター

乳がん（マンモグラフィ）検診

早期のがんも発見できます。 �時�所
�申�５月１０日�午後１時～２時�中保
健センター・４月１日�から中保健セ
ンターへ�５月１３日�午前９時２０分～
１０時２０分、午後１時～２時�市民会館
・４月１４日	から西保健センターへ
�対平成２２年４月１日現在、４０歳以上の
偶数年齢の女性 �定各５０人（申込先着
順） �料８００円
�申�問中・西保健センター

愛 の 献 血

１８歳以上で体重５０�以上の方は、４００
mL献血にご協力ください。 �時�所�４
月３日��フレスポ東大阪�９日
�
枚岡病院、大阪樟蔭女子大学�１４日	、
２４日��ロックタウン東大阪�１５日�
�コーナン外環新石切店�１６日
�森
河内公民分館、近鉄布施駅北側バスロ

ータリー�２０日��近商ストア東花園
店東側�２３日
�近鉄瓢�山駅南側、

三和鋲螺製作所（吉田本町２）�２８
日	�近鉄八戸ノ里駅前 ※いずれも

開始時間と昼の休憩時間は場所によっ

て異なります。受付時に保険証などで

本人確認をします。

�問地域健康企画課 ０７２（９６０）３８０１、

�０７２（９６０）３８０６

ところ
行 事 東保健センター 中保健センター 西保健センター

専門相談

�
�
�

クラミジア・梅毒・

エイズ検査など

（一部有料）

�
�
�

Ｃ型肝炎抗体検査（一部

有料）

風しん抗体検査（有料）

１日�、１５日�
９・３０～１１・００

１４日	、２８日	
９・３０～１１・００

１２日�、２６日�
９・３０～１１・００

こころの健康相談（予約

制）�アルコール依存症・
認知症の相談を含む�

１日�、７日	、１２日�、
１３日�、１５日�、２６日�

１４・００～１６・００

２７日�
１０・００～１２・００

１３日�、１４日	、１５日
�、２０日�、２７日�、
２８日	

１４・００～１６・００

７日	、２１日	
１０・００～１２・００

６日�、２０日�、２７日�
１４・００～１６・００

結核相談
１日�、１５日�

１４・００～１５・００

５日�、１９日�
１４・００～１５・００

骨密度測定（予約制で、

対象は２０歳以上の方）

８日�
９・２０～１０・００

１日�
９・１０～１０・３０

２８日	
９・３０～１０・００

電話健康相談 月曜日～金曜日 ９・００～１２・００、１２・４５～１７・３０

４か月児健康診査

�平成２１年１２月生まれ�
※個別に通知しています。

１３日�、２７日�
１３・１０～１４・００

６日�、１３日�、２７日�
９・１０開始

２０日�（北部）
９・３０開始

１４日	、２１日	、２８日
	

１３・００～１４・１０

１歳６か月児健康診査

�平成２０年９月生まれ�
（幼児用歯ブラシ持参）

※個別に通知しています。

２１日	、２８日	
１３・４０～１４・３０

９日
、２３日

１３・００開始

１４日	（北部）
１３・３０開始

６日�、２０日�
１３・１５～１４・１５

３歳６か月児健康診査

�平成１８年１０月生まれ�
※個別に通知しています。

９日
、２３日

１３・３０～１４・２０

７日	、１６日

１３・００開始

（北部は来月）

１３日�、２７日�
１３・１５～１４・１５

離乳食講習会 ２１日	 １３・３０開始 ９日
 １３・００開始

乳幼児健康相談（３歳未満） ５日�１０・００～１１・００ １５日�９・３０～１０・３０ ２日
９・３０～１０・３０

ＢＣＧ接種

�３か月～６か月未満児�
１３日�、２７日�

１４・００～１４・３０

６日�、１３日�、２７日
�
２０日�（北部）

９・３０～１０・００

１４日	、２１日	、２８日
	

１３・３０～１４・００

�太字は有料です（検査内容によって金額が異なりますので、くわしくはお問合せください）。
�飼えなくなった犬・猫の引取りは、動物指導センター（０７２・９６３・６２１１）まで。�一般健康相談は
廃止しました。就職などのための健康診断は医療機関のご利用を。�２４か月児むし歯予測検査は昨
年４月から廃止になりました。�（北部）は、盾津鴻池公民分館分室です。

受付場所

環
境
衛
生
検
査

セ

ン

タ

ー

０
６
（
６
７
８
８
）
４
４
８
３

�
０
６（
６
７
８
８
）２
０
６
４

料 金

お問合せください

平常項目１６，８００円

全項目１８１，７００円

受付日・時間

９・３０

〜

１１・００

６日�
２０日�

１２日�

検査の種類

検便
（赤痢菌・サルモネラ属菌・大腸菌Ｏ１５７）

寄生虫卵検査
（寄生虫卵検査、ぎょう虫卵検査）

水道法にもとづく
飲用水水質検査

�
�
予約制 ０６（６７８７）５００４

�０６（６７８７）７４０４
�
�

（４）平成２２年４月１日東 大 阪 市 政 だ よ り
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楽しく続けられる
ウォーキング講座

みんなで健康運動指導士と歩きませ

んか。

�時�内�４月２３日�午前９時３０分～１１
時３０分�正しい靴の選び方、効果的な
歩き方、水分補給について�５月７日
�午前１０時～１１時３０分�公園をウォー
キング（計２日間） �所市役所本庁舎
１階多目的ホール �対市内在住の６０歳
以上の方 �定４０人（申込先着順） �持
タオル、お茶 ※動きやすい服装、靴

で参加してください。 �申４月１日�
午前９時から

�申�問西保健センター

小児ぜん息児親子体操教室
ハッピーママのリフレッシュ

小児ぜん息児のための親子体操教室

を開催します。心と体をリラックスさ

せて子育ての不安を解消しませんか。

�時５月～来年３月の第４木曜日午後２
時～４時（５月、９月、１２月、来年３

月は第３木曜日・計１１日間） �所くす
のきプラザ（若江岩田駅前） �対市内
在住で４歳～６歳の未就学の気管支ぜ

ん息児とその保護者 �定２０組（申込先着
順） �内ボディワーカーや実技指導員
による親子遊び、グループカウンセリ

ング、医師による学習会・個別相談な

ど ※同伴乳幼児（１歳～６歳）の保

育もあります。 �申保健センターで配
布する申込書に必要事項を書いて、４

月１日�～８日�に直接
�申�問�東・中・西保健センター �
健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、�０７２
（９６０）３８０９

気管支ぜん息児のための
水 泳 教 室

気管支ぜん息児童を対象に水泳教室

を行います。水泳は心肺機能を高め、

運動誘発ぜん息を減らします。

�時５月８日～６月２６日の毎週土曜日
（計８日間）�午後１時３０分～３時４０
分�午後２時３０分～４時４０分（入水時
間は４５分） �所東大阪アリーナ �対市
内在住で小学校２～６年生の気管支ぜ

ん息児 �定各５０人（抽選） ※医師など

が毎回付き添います。ロッカー代（１

回１００円）が必要。 �申保健センターで
配布する申込書に必要事項を書いて、

４月１日�～８日�に直接 ※複数申

込みはできません。参加決定者は主治

医の参加推薦診断書が必要。

�申�問�東・中・西保健センター �
健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、�０７２
（９６０）３８０９

おもしろ健康楽会

楽しく生活習慣を改善しませんか。

�時４月～８月の第３木曜日午後１時３０
分～３時３０分（計５日間） �対メタボ
や血糖値、高脂血症が気になる７０歳未

満の方 �定２５人（申込先着順） �内自
分でカロリー計算、高性能歩数計体験、

生活習慣病患者のインタビュー報告な

ど

�所�申�問中保健センター

マタニティクラス

プレママ仲間をつくりましょう。

�時�所�内�４月７日�午後１時３０分～３
時３０分�東保健センター・赤ちゃんと
の絆編～赤ちゃんとの生活イメージを

ふくらまそう�４月９日�、２３日�、
５月１４日�、２８日�午後１時３０分～３
時３０分（計４日間）�西保健センター
・自分らしい妊娠と出産と子育てをす

るための準備、先輩ママや赤ちゃんと

の交流会など �対おおむね妊娠１６週以
降の妊婦

�申�問東・西保健センター

乳幼児健康相談

�時�所�４月２日�午前９時３０分～１０
時３０分�西保健センター�５日�午前
１０時～１１時�東保健センター�１４日�
午前１０時～１１時�ゆうゆうプラザ（日
下）�１５日�午前９時３０分～１０時３０分�
中保健センター�２８日�午前１０時～１１
時�ももの広場（楠根） �対３歳未満
の乳幼児 �内身体計測、育児相談など
�問東・中・西保健センター

食品の安全を確保するために
食品衛生監視指導計画を策定

市では、食品衛生の監視指導を通し

て市民の食品の安全を確保するために

「平成２２年度食品衛生監視指導計画」

を策定し、４月１日�から実施します。
同計画は、食品衛生課または市ホー

ムページ（保健所）でご覧になれます。

�問食品衛生課 ０７２（９６０）３８０３、�０７２
（９６０）３８０７

ウォーキングで健康に
「やまぶみ会」会員募集

春からウォーキングをはじめません

か。水曜日（月３回程度）定例ウォー

キングをしています。 �対市内在住の
方 �料年１，５００円 �申４月２１日�午前１１
時～午後０時３０分に直接

�申�問西保健センター

カンタン�
食スキルアップ講座

料理をはじめ食生活、ダイエット、

食品表示など食に関する知識を管理栄

養士がわかりやすく教えます。

�時５月２８日～７月１６日の毎週金曜日
午前１０時～正午（計８日間） �所保健所
大会議室 �対２０歳～４９歳の方 �定２４人
（抽選） �内講義、演習、調理実習「キ
レイにダイエットの秘けつ」「サクッと

作れるイタリアン」など �料２，０００円
�申５月１７日�まで
�申�問健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、

�０７２（９６０）３８０９、�kenkodukuri@
city.higashiosaka.lg.jp

市では、市民に快適に生活できる

よう、下水道の整備に努めています。

３月３１日から、次の町丁目のそれ

ぞれ一部の地域で水洗化にできるよ

うになりました。 �新池島町１・
４丁目 �池島町３丁目 �善根寺
町１～６丁目 �元町１・２丁目 �
布市町１～４丁目 �日下町１～４、
７・８丁目 �池之端町 �中石切
町１～５丁目 �東石切町１～６丁
目 �北石切町 �上石切町１・２
丁目 �西石切町１・２丁目 �弥生
町 �宝町 �東山町 �南荘町
�立花町 �額田町 �山手町 �
豊浦町 �東豊浦町 �出雲井本町
�出雲井町 �昭和町 �五条町
�客坊町 �四条町 �上四条町
�上六万寺町 �横小路町５丁目
【工事は指定業者で】
トイレなどの水洗化工事は、必ず

市の指定業者に依頼してください。

業者が市への申請手続きをします（市

の助成や貸付制度あり）。

なお、水洗化にできる区域は３年

以内に水洗化するよう法律で規定さ

れています。

【下水道使用料は上水道の使用水
量に応じて負担】
下水道を整備した区域では、下水

道を使用されるみなさんに上水道の

使用水量に応じ、上水道料金と合わ

せて下水道使用料を負担していただ

きます。

市では、下水道使用の実態を把握

するため、職員証を持った職員が家

庭や事業所などを訪問することがあ

ります。協力をお願いします。

◇ ◇

�問�水洗化�水洗化促進センター
０６（４３０９）３２４９、�０６（４３０９）３８２８
�貸付・助成金、下水道使用料�業
務課 ０６（４３０９）３２５１、�０６（４３０９）３８２７

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先 �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

水洗化にできる区域
さらに広がりました

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２２年４月１日（５）



市
政
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
達
成
へ

市
民
と
約
束
を
し
た
事
項
を

市
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し

て
位
置
づ
け
た「
市
政
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
」で
は
、現
在
１
２
３
項
目

中
、
達
成
済
み
お
よ
び
達
成
に

向
け
た
取
組
み
を
進
め
て
い
る

項
目
が
１
１
４
項
目
と
な
っ
て

い
ま
す
。今
後
、全
項
目
に
つ
い

て
着
実
に
達
成
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ま
と
達
成
感

を
共
有
で
き
る
よ
う
な
形
で
成

し
遂
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
平
成
２２
年
度
に
お
い
て

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

地
方
分
権
の
推
進

国
に
お
け
る
地
方
分
権
の
動

き
に
つ
い
て
は
、
地
域
主
権
に

向
け
、
さ
ら
に
本
格
化
す
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

大
阪
府
に
お
い
て
は
、
平
成

３０
年
の
関
西
州
実
現
を
見
据
え
、

平
成
２２
年
度
か
ら
の
３
年
間
で

府
下
市
町
村
に
特
例
市
並
み
の

権
限
を
移
譲
す
る
こ
と
が
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
本
市
に
対
し

て
は
３０
項
目
の
移
譲
候
補
が
提

示
さ
れ
、
平
成
２２
年
度
は
４
件

を
受
け
る
予
定
で
す
。さ
ら
に
、

平
成
２３
年
度
に
は
残
り
す
べ
て

を
受
け
る
意
気
込
み
で
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

広
域
連
携
で

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

ま
た
、
広
域
連
携
に
つ
い
て

は
、
本
市
が
大
阪
府
下
の
市
町

村
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
と
の
気

概
を
持
ち
、
先
進
的
に
行
政
運

営
を
行
っ
て
い
く
と
同
時
に
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

た
め
、
隣
接
市
の
み
な
ら
ず
広

域
的
な
行
政
運
営
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

す
で
に
休
日
・
夜
間
の
小
児

救
急
医
療
体
制
整
備
の
た
め
の

中
河
内
医
療
圏
小
児
救
急
広
域

運
営
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
の

健
や
か
な
育
ち
を
支
援
す
る
た

め
、
引
き
続
き
、
安
定
的
で
切

れ
目
の
な
い
小
児
救
急
医
療
体

制
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、本
市
単
独
で
実
施
し

て
い
た
モ
ノ
づ
く
り
取
引
商
談

会
を
中
小
企
業
都
市
連
絡
協
議

会
に
加
盟
す
る
６
都
市
合
同
で

開
催
し
、６
都
市
の
製
造
業
と
効

率
的
に
商
談
が
で
き
る
と
い
っ
い

た
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か

し
、需
要
拡
大
を
め
ざ
し
ま
す
。

市
民
の
参
加
、
協
働
に
よ
る

地
域
に
根
ざ
し
た
計
画
づ
く
り

東
大
阪
市
の
新
た
な
幕
明
け

と
な
る
後
期
基
本
計
画
は
、
市

民
自
治
、
地
域
自
治
の
観
点
か

ら
、
市
民
、
大
学
、
市
役
所
の

３
つ
の
力
を
一
つ
に
し
た
策
定

体
制
で
進
め
て
き
ま
し
た
。

特
に
地
域
別
計
画
の
策
定
に

あ
た
っ
て
は
、
一
昨
年
の
夏
か

ら
秋
に
か
け
て
市
内
７
つ
の
地

域
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
な
ど
、

延
べ
１
５
０
０
人
を
超
え
る
市

民
の
参
加
、
協
働
に
よ
り
、
地

域
に
根
ざ
し
た
計
画
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
市

内
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の
代
表

や
学
識
経
験
者
な
ど
で
組
織
す

る
総
合
計
画
審
議
会
で
の
審
議

や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実

施
な
ど
、
さ
ら
に
多
く
の
市
民

の
意
見
を
い
た
だ
き
策
定
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
て
誕
生
し
た
総
合
計

画
は
、
ま
さ
に
、「
市
民
の
、
市

民
に
よ
る
、
市
民
の
た
め
の

総
合
計
画
」
と
な
っ
た
と
、
市

民
の
み
な
さ
ま
と
と
も
に
自
負

で
き
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま

す
。平

成
２２
年
度
は
、
後
期
基
本

計
画
が
め
ざ
す
ま
ち
づ
く
り
に

一
人
で
も
多
く
の
市
民
に
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
啓
発

に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
の
将

来
都
市
像
で
あ
る
「
夢
と
活
力

あ
ふ
れ
る

元
気
都
市
・
東
大

阪
」
の
実
現
に
向
け
、
実
施
計

画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

厳
し
い
財
政
運
営

平
成
２２
年
度
は
平
成
２１
年
度

に
引
き
続
き
、
景
気
後
退
に
よ

る
法
人
市
民
税
の
大
幅
な
減
少

な
ど
一
段
と
厳
し
い
財
政
運
営

に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、

平
成
２２
年
度
当
初
予
算
案
は
、

景
気
・
経
済
・
雇
用
対
策
の
ほ

か
、「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」

と
「
学
校
と
教
育
の
改
革
・
再

生
」
を
二
つ
の
柱
と
し
て
財
源

を
重
点
的
に
集
中
さ
せ
て
編
成

し
ま
し
た
。
ま
た
、
事
業
実
施

に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
期
し
て
最

善
を
尽
く
し
ま
す
。

主
要
な
施
策

平
成
２２
年
度
の
主
要
な
施
策

に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
す
。

市
民
が
主
体
と
な
っ
た

ま
ち
づ
く
り

安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
地
域
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
、
昨
年
１２
月
に
制

定
し
た
「
東
大
阪
市
安
全
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
の

周
知
を
図
り
、
市
の
責
務
、
市

民
、
事
業
者
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
の
も
と
、
安
全
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
自
治
会
に
ご
協
力
い

た
だ
い
て
い
る
防
犯
灯
設
置
に

つ
い
て
は
、環
境
面
を
考
慮
し
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
を
新
設
す
る
場

合
は
上
乗
せ
し
て
補
助
し
ま
す
。

さ
ら
に
、安
全
で
安
心
な
環
境

創
出
事
業
と
し
て
緊
急
雇
用
創

出
基
金
を
活
用
し
、夜
間
に
青
色

パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
を
巡
回
す
る

な
ど
街
頭
犯
罪
へ
の
抑
止
力
と

な
る
事
業
を
試
行
し
、安
全
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

市
民
文
化
を
育
む

ま
ち
づ
く
り

平
成
２０
年
３
月
に
国
か
ら
史

跡
指
定
さ
れ
た
河
内
寺
廃
寺
跡

史
跡
に
つ
い
て
整
備
基
本
計
画

を
作
成
し
、
史
跡
公
園
と
し
て

整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
旧
河
澄
家
住
宅
に
つ
い
て

は
庭
園
お
よ
び
展
示
設
備
な
ど

の
整
備
を
進
め
、
平
成
２３
年
度

か
ら
公
開
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、公
募
し
た「
郷
土
の

人
々
百
人
」に
選
ば
れ
た
人
々
の

生
い
立
ち
や
業
績
を
ま
と
め
た

冊
子
を
刊
行
し
、
文
化
啓
発
資

料
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
建
物
の
耐
震
化
に
つ
い

て
は
、
日
新
高
等
学
校
の
体
育

館
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
小
・
中
学
校
の

校
舎
の
耐
震
診
断
を
実
施
し
、

補
強
な
ど
が
必
要
な
校
舎
は
順

次
耐
震
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
不
審
者
の
侵
入
対
策
と

し
て
全
中
学
校
の
校
門
に
オ
ー

ト
ロ
ッ
ク
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
緊
急
時
の
連
絡
事
項
な
ど

を
学
校
園
か
ら
保
護
者
に
一
斉

配
信
す
る
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し

ま
す
。

義
務
教
育
に
お
い
て
は
、
子

ど
も
の
学
習
意
欲
や
学
力
・
体

力
の
向
上
、
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
に

よ
る
不
登
校
の
未
然
防
止
な
ど

に
向
け
た
取
組
み
な
ど
が
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
学
校
か

ら
中
学
校
ま
で
の
９
年
間
を
通

し
た
指
導
計
画
を
作
成
す
る
と

と
も
に
、
小
・
中
学
校
に
お
け

る
連
携
教
育
の
担
当
者
を
位
置

づ
け
る
な
ど
組
織
体
制
を
強
化

し
、
義
務
教
育
の
一
貫
性
を
図

る
こ
と
で
そ
の
効
果
を
子
ど
も

た
ち
が
享
受
で
き
る
連
携
教
育

の
推
進
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
今
日
的
な
経
済
情
勢

を
考
慮
し
、
子
育
て
家
庭
の
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
、
学
校
給

食
費
に
対
す
る
助
成
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

健
康
と
市
民
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り

市
民
の
健
康
を
守
り
明
る
く

健
康
な
長
寿
社
会
を
築
い
て
い

く
た
め
の
総
合
的
な
健
康
づ
く

り
対
策
の
一
環
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
４０
歳
か
ら
７０
歳
ま
で
１０
歳

刻
み
で
実
施
し
て
い
た
無
料
成

人
歯
科
健
診
に
つ
い
て
、
平
成

２２
年
度
か
ら
は
５
歳
刻
み
に
対

象
者
を
拡
充
し
ま
す
。

ま
た
、
鉄
道
駅
舎
へ
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
事
業
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
Ｊ
Ｒ
徳
庵
駅
と
近

鉄
石
切
駅
で
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
新
た
に
近
鉄
布
施
駅
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
対
し
て
も

助
成
を
行
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
民
間
保
育
所
へ

の
施
設
整
備
補
助
金
を
交
付
す

る
こ
と
に
よ
り
待
機
児
童
の
解

消
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
民
間

社
会
福
祉
施
設
建
設
の
助
成
を

行
う
と
と
も
に
、
児
童
養
護
施

設
に
対
し
て
、
新
た
に
施
設
整

備
補
助
事
業
を
創
設
し
ま
す
。

活
力
あ
る
産
業
社
会
を

ひ
ら

切
り
拓
く
ま
ち
づ
く
り

特
に
、
受
注
が
減
少
し
た
中

小
企
業
の
運
転
資
金
面
に
お
い

て
は
、
円
滑
な
資
金
繰
り
が
図

れ
る
よ
う
平
成
２１
年
度
は
本
市

小
規
模
企
業
融
資
制
度
の
融
資

上
限
額
の
引
き
上
げ
を
実
施
し

ま
し
た
が
、平
成
２２
年
度
か
ら
は

本
市
融
資
制
度
を
利
用
す
る
方

に
対
し
て
保
証
料
の
半
額
を
補

助
し
、負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
環
境
配
慮
型
社
会

に
転
換
す
る
う
え
で
生
み
出
さ

れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
や
求
め
ら
れ
る

技
術
に
市
内
の
企
業
が
い
ち
早

く
対
応
で
き
る
よ
う
、
市
内
製

造
業
の
現
状
を
踏
ま
え
た
技
術

開
発
の
方
向
性
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
へ

の
ス
ム
ー
ズ
な
参
入
へ
つ
な
げ

て
い
く
な
ど
、
企
業
の
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
平
成
２１
年
度
に

策
定
し
た
「
東
大
阪
市
商
業
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
３
つ
の
基
本

方
向
に
基
づ
き
、
商
業
集
積
地

域
の
魅
力
と
活
力
の
再
生
に
向

け
た
取
組
み
を
推
し
進
め
ま
す
。

ま
た
、
市
内
農
産
物
の
啓
発

を
は
じ
め
フ
ァ
ー
ム
・
マ
イ
レ

ー
ジ
事
業
な
ど
を
充
実
さ
せ
、都

市
農
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
連
携
し
、

新
た
に
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
や

仕
事
体
験
事
業
な
ど
を
展
開
す

る
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
、
若

者
の
就
労
支
援
を
強
化
し
て
い

き
ま
す
。

安
全
で
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り

安
全
か
つ
円
滑
な
道
路
交
通

と
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
の

確
保
を
図
る
た
め
、
幹
線
道
路

の
道
路
舗
装
事
業
の
拡
充
を
図

り
ま
す
。

ま
た
、
大
阪
府
か
ら
土
砂
災

害
警
戒
区
域
と
し
て
指
定
さ
れ

て
い
る
日
下
山
の
崩
壊
防
止
対

策
工
事
を
行
い
ま
す
。

耐
震
化
促
進
に
か
か
る
事
業

に
お
い
て
は
、
市
が
所
有
す
る

特
定
建
築
物
の
耐
震
診
断
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
民
間
建
築

物
の
耐
震
診
断
お
よ
び
改
修
に

か
か
る
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
治
水
対
策
と
し
て

新
寿
幹
線
を
は
じ
め
新
大
�
北

幹
線
事
業
の
公
共
下
水
道
事
業

に
着
手
し
、
小
・
中
学
校
で
の

校
庭
貯
留
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
防
災
計
画
に
つ

い
て
は
必
要
に
応
じ
て
修
正
し

て
い
ま
す
が
、
避
難
勧
告
の
判

断
・
伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
、
緊
急
時
に
お
け
る
市
民
の

避
難
が
よ
り
適
切
、迅
速
に
行
え

る
よ
う
防
災
対
策
を
進
め
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
北
東
部
地
域
に

お
け
る
救
急
体
制
を
強
化
す
る

た
め
、
平
成
２０
年
度
か
ら
計
画

し
て
い
る
石
切
出
張
所
の
日
下

方
面
へ
の
移
転
に
つ
い
て
、
早

期
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

ま
た
、
２４
時
間
３
６
５
日
い

つ
で
も
医
師
や
看
護
師
、
相
談

員
か
ら
、
適
切
な
助
言
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
電
話
相
談
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
２２
年
度
に
新

た
に
創
設
す
る
「
中
核
市
グ
リ

ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金
」

を
活
用
し
、
市
立
児
童
文
化
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
省
エ
ネ
改

修
や
、
電
気
自
動
車
の
導
入
促

進
を
図
る
た
め
庁
舎
内
に
急
速

充
電
設
備
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、
民
間
施
設
へ
の
充
電
設
備

の
設
置
補
助
を
実
施
し
ま
す
。

最
後
に

平
成
２２
年
度
は
、「
活
力
あ
る

東
大
阪
の
再
生
」
に
と
っ
て
非

常
に
大
切
な
年
で
す
。

厳
し
い
社
会
経
済
状
況
に
あ

る
今
こ
そ
、
職
員
の
力
を
結
集

し
、
市
民
の
み
な
さ
ま
に
も
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
明
る
い
未

来
へ
の
展
望
を
確
実
な
も
の
に

し
て
い
く
決
意
で
す
。

◇

◇

※
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

政
策
推
進
室

０
６（
４
３
０
９
）３
１
０
１
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
２
６

市
で
は
、「
東
大
阪
市
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
基
本
条
例
」
を
制
定
し
、
４
月
１
日
�
か
ら

施
行
し
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し

ま
す
。

安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
地
域
社
会
を
実
現

す
る
こ
と
は
、
市
民
す
べ
て
の

願
い
で
す
。

し
か
し
現
実
に
は
、
社
会
情

勢
の
変
化
や
多
様
化
す
る
生
活

形
態
、
規
範
意
識
の
低
下
な
ど

か
ら
、
身
近
な
場
所
で
発
生
す

る
犯
罪
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

身
近
な
場
所
で
起
こ
る
犯
罪

は
、
だ
れ
も
が
不
安
を
抱
く
と

と
も
に
次
代
を
担
う
子
ど
も
を

取
り
巻
く
環
境
に
も
少
な
か
ら

ず
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
ま

す
。残

念
な
が
ら
本
市
は
、
身
近

な
と
こ
ろ
で
発
生
す
る
街
頭
犯

罪
の
人
口
割
発
生
率
が
府
内
で

２
番
目
に
多
い
ま
ち
で
す
（
平

成
２１
年
大
阪
府
警
統
計
）。

府
で
は
、
街
頭
犯
罪
発
生
件

数
が
平
成
２１
年
ま
で
１０
年
連
続

全
国
１
位
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

警
察
と
連
携
し
て
平
成
２３
年
ま

で
に
１
位
返
上
の
目
標
を
掲
げ

ま
し
た
。

市
で
は
、
安
全
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
く
た
め
に
は
、
市
・
市

民
・
事
業
者
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
１２
月

に
「
東
大
阪
市
安
全
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
を
制
定

し
、
４
月
１
日
�
か
ら
施
行
し

ま
す
。

こ
の
条
例
は
全
１１
条
か
ら
な

り
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
の
市
・
市
民
・
事
業

者
な
ど
の
役
割
を
定
め
て
い
ま

す
。
市
が
安
全
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
施
策
を
実
施
し

て
い
く
だ
け
で
な
く
、
市
民
の

み
な
さ
ん
に
も
自
分
た
ち
の
安

全
は
自
分
た
ち
で
守
る
と
と
も

に
地
域
で
連
帯
し
て
支
え
合
う

と
い
う
意
識
を
高
め
て
い
た
だ

き
、
事
業
者
は
事
業
活
動
を
行

う
際
に
犯
罪
発
生
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
に
必
要
な
手
段
を
と
っ

て
い
た
だ
く
と
い
う
も
の
で
す
。

市
域
に
お
け
る
犯
罪
発
生
を

未
然
に
防
止
し
、
市
民
の
み
な

さ
ん
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

市
で
は
、
安
全
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
認
識
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
４
月

８
日
か
ら
１４
日
ま
で
の
１
週
間

を
「
東
大
阪
市
安
全
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
週
間
」
と
定
め
ま
し

た
。防

犯
意
識
を
高
め
、
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
安
全

な
ま
ち
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。記

念
行
事
を
開
催

条
例
施
行
と
週
間
制
定
を
記

念
し
て
、
次
の
と
お
り
記
念
行

事
を
開
催
し
ま
す
。

◇
と
き

４
月
８
日
�
午
後

２
時
〜
３
時
３０
分

◇
と
こ
ろ

イ
コ
ー
ラ
ム（
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）

◇
内
容

▽
樟
蔭
中
学
校
、

高
等
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演

奏

▽
式
典

▽
講
演
「
市
内

街
頭
犯
罪
の
現
状
と
傾
向
」大
阪

府
警
察

▽
防
犯
教
室
・
大
阪

府
警
察
本
部
生
活
安
全
指
導
班

駅
頭
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

駅
周
辺
で
啓
発
チ
ラ
シ
と
啓

発
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
ま
す
。

◇
と
き
・
と
こ
ろ

▽
４
月

７
日
�
午
前
８
時
か
ら
�
近
鉄

河
内
小
阪
駅
前

▽
８
日
�
午

後
１
時
１５
分
か
ら
�
近
鉄
若
江

岩
田
駅
前

▽
９
日
�
午
前
８

時
か
ら
�
近
鉄
瓢
�
山
駅
前

◇

◇

◇
問
合
せ
先

危
機
管
理
室

０
６（
４
３
０
９
）３
１
３
０
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
２
０

屋
外
で
発
生
す
る
犯
罪
の
中

で
も「
路
上
強
盗
」を
は
じ
め
、

「
ひ
っ
た
く
り
」
「
自
動
車
盗
」

「
オ
ー
ト
バ
イ
盗
」「
自
転
車
盗
」

「
車
上
ね
ら
い
」「
部
品
ね
ら
い
」

「
自
動
販
売
機
ね
ら
い
」
と
い

っ
た
市
民
の
身
近
な
と
こ
ろ
で

発
生
す
る
犯
罪
を『
街
頭
犯
罪
』

と
い
い
ま
す
。

東
大
阪
市
内
で
特
に
多
い
の

が「
自
転
車
盗
」「
車
上
ね
ら
い
」

「
部
品
ね
ら
い
」
で
、
こ
の
３

つ
の
種
類
の
犯
罪
合
計
が
約
５

５
０
０
件
と
、
街
頭
犯
罪
全
体

の
約
８
割
を
占
め
て
い
ま
す（
表

参
照
）。

犯
罪
は
、
一
人
ひ
と
り
の
心

が
け
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
車
上
・
部
品
ね
ら
い
」
で

は
、
車
内
に
貴
重
品
を
残
さ
な

い
。
カ
ー
ナ
ビ
、
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
に
は
盗
難
防
止
ネ
ジ
を

取
り
付
け
る
。「
自
転
車
盗
」
で

は
、
必
ず
施
錠
、
で
き
れ
ば
盗

難
に
強
い
鍵
に
取
り
替
え
る
か

２
つ
以
上
鍵
を
取
り
付
け
る
な

ど
、
少
し
の
注
意
で
か
な
り
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

犯
罪
か
ら
身
を
守
る
す
べ
を

知
り
、
防
犯
意
識
を
高
め
ま
し

ょ
う
。

こ
の
ほ
ど
、
新
し
い
地
産

地
消
運
動
「
フ
ァ
ー
ム
・
マ

イ
レ
ー
ジ
２

」事
業
に
貢
献
し

た
市
民
の
岡
崎
佐
代
子
さ
ん

に
、
東
大
阪
市
農
業
振
興
啓

発
協
議
会
会
長
の
高
田
久
司

さ
ん
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た（
写
真
右
）。

こ
の
運
動
は
、
地
元
産
の

エ
コ
農
産
物
を
購
入
す
る
こ

と
で
、
消
費
者
自
身
に
「
農

地
を
守
っ
て
い
る
」
と
い
う

意
識
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
、
東
大
阪
市
農
業

振
興
啓
発
協
議
会
が
新
た
な

地
産
地
消
運
動
と
し
て
発
案

し
た
も
の
で
す
。

運
動
の
特
徴
と
し
て
、
購

入
者
へ
の
ポ
イ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
を
導
入
。
市
内
１５
か
所
の

農
協
直
売
所
で
売
ら
れ
て
い

は

る
地
元
産
の
野
菜
に
貼
っ
た

シ
ー
ル
を
一
定
数
集
め
る
と
、

３
０
０
円
相
当
の
野
菜
１
袋

と
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、感
謝
状
を
１０
枚
集
め

る
と
表
彰
状
と
特
典
を
用
意

し
、販
売
促
進
を
図
り
ま
す
。

表
彰
さ
れ
た
岡
崎
さ
ん
は
、

「
自
分
た
ち
が
購
入
し
て
お

い
し
く
食
べ
る
こ
と
で
地
元

の
生
産
者
を
応
援
す
る
こ
と

に
つ
な
が
る
の
は
、
と
て
も

良
い
こ
と
で
す
ね
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

地
元
農
地
を
守
る
地
産
地

消
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

◇
問
合
せ
先

農
政
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
８
０
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

４
６

春
の
運
転
者
講
習
会

【
布
施
警
察
署
】

◇
と
き
・
と
こ
ろ

▽
３

月
２３
日
�
�
は
す
の
広
場（
近

江
堂
）

▽
２５
日
�
�
も
も

の
広
場
（
楠
根
）

▽
２９
日

�
�
布
施
交
通
安
全
協
会

▽
３１
日
�
�
市
民
会
館
市
民

ホ
ー
ル

☆
３
月
２９
日
は
午
前
１１
時

か
ら
と
午
後
２
時
か
ら
で
、

そ
の
ほ
か
は
午
後
７
時
か
ら

の
み【

河
内
警
察
署
】

◇
と
き
・
と
こ
ろ

▽
３

月
２５
日
�
�
北
宮
小
学
校

▽
２６
日
�
�
成
和
小
学
校

▽
３０
日
�
�
文
化
会
館

▽

３１
日
�
�
花
園
小
学
校

☆
い
ず
れ
も
午
後
７
時
か

ら
【
枚
岡
警
察
署
】

◇
と
き

３
月
２９
日
�
〜

４
月
２
日
�

☆
４
月
２
日
は
午
後
２
時

か
ら
と
午
後
７
時
か
ら
で
、

そ
の
ほ
か
は
午
後
７
時
か
ら

の
み◇

と
こ
ろ

枚
岡
交
通
安

全
自
動
車
協
会

◇

◇

※
い
ず
れ
も
開
始
３０
分
前

か
ら
受
付
。
車
で
の
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

▽
布
施
警

察
署

０
６
（
６
７
２
７
）

１
２
３
４
、
�
０
６
（
６
７

２
７
）
７
５
７
８

▽
河
内

警
察
署

０
７
２（
９
６
５
）

１
２
３
４
、
�
０
７
２
（
９

６
３
）
４
８
２
３

▽
枚
岡

警
察
署

０
７
２（
９
８
７
）

１
２
３
４
、
�
０
７
２
（
９

８
１
）０
３
７
７

▽
交
通
対

策
室

０
６
（
４
３
０
９
）

３
２
２
３
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）３
８
３
６

４
月
６
日
�
か
ら
１５
日
�
ま
で
「
春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
」
を
行
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
子
ど
も
や

高
齢
者
を
見
か
け
た
ら
減
速
す
る
な
ど
、
思
い
や
り

の
あ
る
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
す
べ
て
の
座

席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
を
徹
底
し
、
自
動
車
で
飲

食
店
な
ど
に
行
く
と
き
は
、
お
酒
を
飲
ま
ず
に
仲
間

を
送
り
届
け
る
人
（
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
）
を
決
め

ま
し
ょ
う
。

自
転
車
に
乗
る
と
き
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、自
転

車
駐
車
場
を
利
用
す
る
な
ど
放
置
自
転
車
を
な
く
し

ま
し
ょ
う
。

犯罪発生状況（大阪府警統計平成２１年暫定値）
府下全域
１８２，５４１
△１９，２７５

９４４
△１５
２２５
△３１

１４５，８４２
△１５，２６９
１１，０１９
△１，２２９
１３４，８２３
△１４，０４０
３，１６９
△３９３
２，７４６
△７３４
１２，５１０
２０５

４２，２２１
△５７３
１７，１５８
△５，３６８
１４，５８３
△１，０２０
１，９１５
△１，８２１
４０，５２１
△４，３３６
５，６６２
△３８７
５，７７８
△１，７２２
２４，３１５
△１，８８２
９４，５２７
△９，７３５

※下段は前年比。

東大阪市
１１，９３５
△６５０
５１
△１
１３
１

９，８３４
△３７３
７３５
△１５７
９，０９９
△２１６
２４２
△２８
２５６
１２
９２３
１４１
２，９３２
１２２
１，３２９
△２３５
１，２７６
１０８
１０９
△１０９
２，０３２
△２２７
３３９
△３２
３２１
△１３２
１，３９０
△１１２
７，０８０
１２

手口など

全刑法犯（☆の合計）

☆凶悪犯

★路上強盗

☆全窃盗

侵入盗

非侵入盗

★ひったくり

★自動車盗

★オートバイ盗

★自転車盗

★車上ねらい

★部品ねらい

★自動販売機ねらい

その他

☆粗暴犯

☆知能犯

☆その他

街頭犯罪（★の合計）

市政運営方針

厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳
ししししししししししししししししし
いいいいいいいいいいいいいいいいい
経経経経経経経経経経経経経経経経経経経
済済済済済済済済済済済済済済済済済済済
状状状状状状状状状状状状状状状状状状状
況況況況況況況況況況況況況況況況況況況
ののののののののののののののののの
今今今今今今今今今今今今今今今今今今今
こここここここここここここここここ
そそそそそそそそそそそそそそそそそ

お
買
い
物
は

明明明明明明明明明明明明明明明明明明
るるるるるるるるるるるるるるるる
いいいいいいいいいいいいいいいい
未未未未未未未未未未未未未未未未未未
来来来来来来来来来来来来来来来来来来
へへへへへへへへへへへへへへへへ
のののののののののののののののの
展展展展展展展展展展展展展展展展展展
望望望望望望望望望望望望望望望望望望
をををををををををををををををを
確確確確確確確確確確確確確確確確確確
実実実実実実実実実実実実実実実実実実
にににににににににににににににに

東
大
阪
市
内
で

地産地消に貢献した市民を表彰

ファーム・マイレージ２

農協直売所に並ぶ地元産の野菜

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て

思
い
や
り
の
あ
る
行
動
を

�
安
ま
ち
�週
間
を
制
定

４
月
８
日
か
ら
１４
日
ま
で

安安安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全全全にににににににににににににに安安安安安安安安安安安安安安心心心心心心心心心心心心心心ししししししししししししししてててててててててててててて暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮ららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせるるるるるるるるるるるるるる
魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅力力力力力力力力力力力力力力ああああああああああああああるるるるるるるるるるるるるるままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちへへへへへへへへへへへへへへ

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

４
月
１
日
か
ら
施
行

東
大
阪
市
安
全
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

街
頭
犯
罪

撲

滅

へ

防犯委員のみなさんの協力で啓発のぼり
８００本を市内各所に掲示します

（６）平成２２年４月１日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２２年４月１日（７）
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その他のつづき

インターネット公売

市では、差し押さえた財産をインタ

ーネット上にてオークション形式で売

却し、代金を市税に充当しています。

くわしくは４月１３日�以降の市ホーム
ページ（納税課）をご覧ください。

公売物件 軽自動車、原動機付自転

車（５０�）など 公売方法 せり売り

申込期間 ４月１３日�午後１時～２６日
�午後１１時 入札期間 ５月７日�午
後１時～９日�午後１１時 売却決定日
５月１０日�午前１０時 買受代金納付期
限 ５月２０日�午後２時３０分
【下見会】
公売財産を実際にご覧いただけます。

市役所本庁舎３階納税課へお越しくだ

さい。 �時４月２１日�午前１０時～午後
３時

◇ ◇

�問納税課 ０６（４３０９）３１５３、�０６（４３０９）
３８０８

交通遺児激励金を給付

市民の善意によるお金を交通遺児激

励金（２万円）として給付します。対

象は、父または母を自動車などの車両

による事故で亡くした平成４年４月２

日以降生まれの１８歳以下の児童・生徒

です。また、次にあてはまる方は加算

します。 �小学校へ入学	２万円
�中学校へ入学	３万円 �高校へ進
学または就職	５万円（在学・在職証
明書が必要） �申申請書に必要事項を
書いて、４月３０日�までに校区福祉委
員長へ直接 ※申請書は校区福祉委員

長宅またはボランティア・市民活動セ

ンターで配布。

�問社会福祉協議会 ０６（６７８９）５５５０、

�０６（６７８９）２９２４

配布希望者は申込みを
点字版・録音版市政だより

市政だよりの発行にあわせ、点字版

と録音版の市政だよりを発行していま

す。点字版はＢ５判５０ページで、録音版

はカセットテープに録音したものです。

家族や知り合いで配布を希望される

方はお申込みください。

�申�問広報課 ０６（４３０９）３１０２、�０６
（４３０９）３８２１

府営住宅の募集・受付期間を変更

府営住宅の総合募集、シルバーハウ

ジング・車いす常用者世帯向け募集の

募集・受付期間が変更となりました。

募集時期は総合募集の年３回（５月、

９月、１１月）とシルバーハウジング・

車いす常用者世帯向け募集の年２回（６

月、１２月）が、年５回（６月、８月、

１０月、１２月、２月）に統合され、応募

用紙の配布・受付期間が約１週間と短

くなりましたので、ご注意ください。

なお、応募用紙は住宅政策課、市政

情報相談課、行政サービスセンター、

福祉事務所で配布しています。

�問住宅政策課 ０６（４３０９）３２３１、�０６
（４３０９）３８３４

対象の方は申請を
肝臓機能障害のある方に身障手帳を交付

４月から肝臓機能障害のある方が身

体障害者手帳の交付対象となり、認定

基準に該当する方に対して、申請によ

り身体障害者手帳を交付します。

これに伴い、肝臓移植および肝臓移

植に伴う医療も自立支援医療（障害に

かかる医療）の育成医療（身体障害の

ある１８歳以上の方）・更正医療（身体

障害のある１８歳未満の方）の対象とな

ります。

認定基準を満たし、支給決定を受け

た方は、医療費の助成が受けられます

ので、くわしくはお問合せください。

�申�問�身体障害者手帳、更正医療	
東・中・西福祉事務所（東	０７２・９８８
・６６１７、�０７２・９８８・６６２０、中	０７２・
９６０・９２７５、�０７２・９６０・９２７８、西	０６
・６７８４・７９８０、�０６・６７８４・７６７７）、障
害者支援室 ０６（４３０９）３１８４、�０６（４３０９）
３８１５ �育成医療	東・中・西保健セ
ンター（東	０７２・９８２・２６０３、�０７２・
９８６・２１３５、中	０７２・９６５・６４１１、�０７２
・９６６・６５２７、西	０６・６７８８・００８５、�
０６・６７８８・２９１６）、健康づくり課 ０７２

（９６０）３８０２、�０７２（９６０）３８０９

慰霊塔の開扉日

平成２２年度の市立慰霊塔の開扉日は

次のとおりです。 �時４月１５日�、５
月１５日
、６月１５日�、７月１５日�、
８月１０日�、１４日
、１５日�、９月１４日
�、２３日�、１０月１５日�、１１月１５日�、
１２月１４日�、２７日�、２８日�、来年１月
４日�、１５日
、２月１５日�、３月１５
日�、２１日� ☆いずれも午前１０時～

午後４時

�問生活福祉課 ０６（４３０９）３１８２、�０６
（４３０９）３８１５

市内企業の優れた製品をＰＲする

「東大阪ブランド」は、販路拡大な

どに利用していただいています。

東大阪ブランドの認定は、ナンバ

ーワン・オンリーワン・プラスアル

ファ（高付加価値）製品を基準に審査。

現在、認定している製品を企業名

５０音順で紹介していきます。

【�新和プラスチック】
�所在地	永和１
�問合せ先	０６（６７２１）６５７２
プラスチック製品製造販売。

�シュール・パンフレットスタン
ド（オンリーワン
製品）

薄くても強く、

軽くても安定した

組み立て式パンフ

レットスタンド。

１００％リサイクル材を使用し、折り曲

げとはめ込み作業だけで組み立てら

れます。

【�創信工業】
�所在地	川田４
�問合せ先	０７２（９６６）５８６８
プラスチック製品の成型、加工など。

�ペンデメクルン（プラスアルフ
ァ製品）

形状の違う筆記用

具にも着脱可能な筆

記用具に取り付ける

紙めくり補助具です。

東大阪ブランド推進機構では、自

社最終製品の売り込みを考えている

企業の申請を随時受け付けています。

認定には条件がありますので、くわ

しくは東大阪ブランド推進機構ホー

ムページ（http���www.higashiosak
abrand.jp�）をご覧ください。
�問モノづくり支援室内東大阪ブラ

ンド推進機構事務局 ０６（４３０９）３１７７、

�０６（４３０９）３８４６

�問永和図書館 ０６（６７８１）５５００ �０６（６７８４）５６３０

１３日�
２７日�

９日�
２３日�

１日�
１５日�

２日�
１６日�

８日�
２２日�

６日�
２０日�

２日�
１６日�

７日�
２１日�

１３：４０～１４：１０

１４：２０～１４：５０

１５：２０～１６：００

１３：３０～１４：００

１４：２０～１４：５０

１５：３０～１６：００

１３：４０～１４：１０

１４：２０～１４：５０

１５：３０～１６：１０

１３：４０～１４：２０

１４：３０～１５：００

１５：３０～１６：００

１３：４０～１４：１０

１４：２０～１５：００

１５：３０～１６：１０

１３：３０～１４：１０

１４：２０～１４：５０

１５：４０～１６：１０

１３：３０～１４：１０

１４：２０～１４：５０

１５：３０～１６：１０

１３：３０～１４：００

１４：１０～１４：４０

１５：３０～１６：１０

日下町丹波神社東

上石切町２・駅前公園

西石切町２・ダイアパレス横

横小路メイ・トーラス

東大阪養護老人ホーム

桜井児童遊園

瓢�山稲荷神社東駐車場
上四条町大池公園

新池島町児童遊園

西石切町７・オーク新石切

豊浦公民分館

シャルマンコーポ枚岡公園

善根寺町４・ＮＴＴ社宅

日下町４・マンハイム石切

日下町６・ＪＡ孔舎衙

鴻池公園西

府営東鴻池第二住宅

島之内・メープルコート

玉串西団地集会所前

府営東大阪玉串住宅

若江東町２・ライオンズマンション

横枕・春光園

高齢者サービスセンター

岩田町６・プレジデント東大阪

１４日�
２８日�

１４日�
２８日�

７日�
２１日�

１日�
１５日�

１３日�
２７日�

６日�
２０日�

８日�
２２日�

９日�
２３日�

１３：３０～１４：１０

１４：２０～１５：００

１５：４０～１６：３０

１３：３０～１４：１０

１４：２０～１５：００

１５：３０～１６：１０

１４：００～１５：００

１５：３０～１６：１０

１３：１０～１３：５０

１４：００～１４：３０

１４：４０～１５：１０

１５：４０～１６：３０

１３：２０～１４：００

１４：１０～１４：５０

１５：３０～１６：２０

１３：２０～１４：１０

１４：２０～１４：５０

１５：４０～１６：２０

１３：３０～１４：１０

１４：２０～１５：００

１５：３０～１６：３０

１３：３０～１４：００

１４：１０～１４：４０

１５：４０～１６：３０

花園西町公園

若江本町北公園

イズミヤ若江岩田店

中鴻池町２・三島温泉前

東楠風荘公園稲荷神社横

鴻池町・寺嶋公園

加納アメリア集会所前

府営加納住宅集会所前

三ノ瀬公民分館

中小阪・大和公園

近江堂行政サービスセンター北

八戸の里公園相撲場西

市営島町住宅

市営鷺島住宅集会所前

新喜多公園

金岡公園

柏田公園

岸田堂南公園

西堤神社境内

川俣処理場東

稲田公園

御厨天神社境内

新家西町第２公園

御厨東・五百石公園

��

ナンバーワン・オンリーワン・プラスアルファ

大阪ブランド

未来を切り開け

東

��

�

（８）平成２２年４月１日東 大 阪 市 政 だ よ り
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人 権 相 談

【特設人権相談】
人権擁護委員が相談に応じます（秘

密厳守）。 �時�所�４月８日��総合福
祉センター�１５日��夢広場（布施駅
前） ☆いずれも午後２時～４時

�問社会福祉協議会内人権擁護委員会
０６（６７８９）７２０１、�０６（６７８９）２９２４
【常設人権相談】
法務局職員または人権擁護委員が相

談に応じます（秘密厳守）。 �時午前９
時～午後４時（土・日曜日、祝日を除

く） �所大阪法務局東大阪支局
�問�大阪法務局東大阪支局 ０６（６７８２）

５１０６ �人権啓発課 ０６（４３０９）３１５６、

�０６（４３０９）３８２３

出張就業相談

母子家庭の母と寡婦を対象に、専門

の相談員が就職・転職の求人情報の提

供やハローワークへの紹介、資格取得

のための就業支援講習（パソコン初級

など）、履歴書の書き方、面接のアドバ

イスなどを行います（前日までに要予

約・定員あり）。 �時４月１５日�午前１０
時～午後４時 �所イコーラム（男女共
同参画センター） ※１歳６か月～就

学前幼児の保育あり（１人２００円で４月

６日�までに要予約・定員あり）。
�申�問母子家庭等就業・自立支援セン

ター ０６（６７６２）９４９８、�０６（６７６２）３７９６
�問こども家庭課 ０６（４３０９）３１９４、�

０６（４３０９）３８１７

女性のための法律相談

女性の弁護士が相談に応じます（１

人３０分）。 �時４月７日�、５月１２日�、
１９日�、６月２日�、７月７日�午後
１時～４時 �対女性 �定各６人（申込先
着順） ※１歳６か月～就学前幼児の

保育あり（１人２００円で、１週間前まで

に要予約）。 �申火～日曜日午前１０時～
午後５時に電話で（相談日の２週間前

から受付）

�所�申�問イコーラム（男女共同参画セ
ンター） ０７２（９６０）９２０５、�０７２（９６０）
９２０８

司法書士による相談

�時４月１５日�午後２時～４時 �定８
人（当日先着順） �内相続・売買・贈
与などの登記や供託、訴訟、調停など

の裁判手続き

�所�問市政情報相談課 ０６（４３０９）３１０４、

�０６（４３０９）３８０１

３月３１日で受付を終了
幼児２人同乗用自転車一部助成

市では、幼児２人同乗用自転車（幼

児２人を同乗させる場合の安全性に配

慮した自転車）の購入費を一部助成し

ていましたが、３月３１日で受付を終了

しました。

�問こども家庭課 ０６（４３０９）３１９４、�
０６（４３０９）３８１７

４月１日から全面禁煙に
市立学校園の敷地内

市立の幼稚園・小学校・中学校およ

び高等学校では、４月１日�から敷地
内全面禁煙となりました。

来園・来校するすべての方の理解と

協力をお願いします。

�問教職員課 ０６（４３０９）３２７５、�０６
（４３０９）３８３８

傍聴しませんか
障害者自立支援法に基づく

自立支援協議会

�時４月３０日�午後３時～５時 �所市
役所本庁舎２２階会議室 �定５人（抽選）
�内地域の障害福祉に関する施策（相談
支援など）の実施状況 �申ハガキに傍
聴希望、住所、氏名、電話・ファクス

番号、手話通訳の有無を書いて、４月

１３日�（必着）までに郵送（ファクス、
Ｅメールでも可）

�申�問〒５７７・８５２１市役所障害者支援室
０６（４３０９）３１８４、�０６（４３０９）３８１５、�
shogai@city.higashiosaka.lg.jp

完成しました
ヒューマンライツカレンダー

市内の児童・生徒が描いたポスター

を掲載した人権啓発カレンダーが完成

しました。リージョンセンターなどに

置いていますので、ご利用ください。

�問人権啓発課 ０６（４３０９）３１５６、�０６
（４３０９）３８２３

昭楠会は、蛍の飼養やふとん太鼓

台の製作、歳末警戒活動など２９年に

わたって地域の活性化に取り組んで

います。また、かつて日本一の水車

郷として多数の水車が存在していた
ず し だに

辻子谷の水車を復元しようと、音川

の流れと水車の連なりを再現した施

設を新たに整備しました（写真）。

直径６ｍの復元した水車と２基の

水車小屋は、音川のせせらぎの音と

ともに訪れた人の心を和ますメロデ

ィーを奏でています。

�問まちづくり支援課 ０６（４３０９）

３３５０、�０６（４３０９）３８１２

「過去に購入した山林の維持管理

費を払えという内容の請求書が届く。

契約していないので放置していたが、

最近は電話でも請求される」、「２０年

前に土地を購入したとき、販売業者

に管理を依頼したが、怪しいのです

ぐに解約した。その後、別の業者か

ら管理を受け継いだので、管理費を

払えと請求される」というような相

談が最近増えています。

ほかにも、「将来の水道工事積立金

や測量が必要」、「山林を売ってあげ

る」「自治管理組合の維持管理費が必

要だ」などいう手口で、頻繁に高額

な請求をするという相談や、土地を

持っていない消費者へも管理費を請

求するケースがあります。

山林の管理などは、契約をしてい

ないのであれば請求に応じる必要は

ありません。また、管理実態の確認

が困難です。請求されても安易に支

払うのは避けましょう。

過去に、二束三文の山林や土地を

契約させられた原野商法が横行しま

した。最近は、その土地などに不当

な請求や新たな契約を迫る二次被害

が後を絶ちません。

おかしいと思ったら消費生活セン

ターへ相談してください。

�問消費生活センター ０７２（９６５）

０１０２、�０７２（９６２）９３８５

地域まちづくり活動助成金交付団体⑦

～緊急度レベル★★★★☆

何度も請求される
山林の管理費くらしの

緊急情報

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先 �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

昭 楠 会

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２２年４月１日（９）
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鴻池子育て支援センター

【よちよちタイム】
�時４月５日�、１９日�午前９時３０
分～１１時３０分、３０日�午後１時３０分～
３時３０分 �対よちよち歩きができる
１歳１１か月までの乳児とその保護者

※申込不要。

【ベビーリーフを育てよう】
手作りのミニ菜園で、ベビーリー

フを育てませんか。 �時４月１６日�
午前１０時～１１時 �対２歳以上の乳幼
児とその保護者 �定１５組（申込先着
順） �料５０円 �持２�の四角いペッ
トボトル �申４月９日�午前１０時３０
分～午後５時に電話で

【紙粘土で作ろう】
小物入れ、鉛筆立てなどを作りま

す。 �時４月２３日�午前９時３０分～
１１時３０分 �対３歳以上の幼児とその
保護者 �定１５組（申込先着順） �料
５０円 �持牛乳びんや牛乳パックなど
�申４月１６日�午前１０時３０分～午後５
時に電話で

◇ ◇

�所�申�問鴻池子育て支援センター
０６（６７４８）８２５１、�０６（６７４３）０５７７

長瀬子育て支援センター

【おでかけ赤ちゃん広場】
ママ同士の交流やふれあい遊びを

します。 �時４月２日�午前１０時３０
分～１１時３０分 �所森河内公民分館
�対未歩行児とその保護者 ※申込不

要。

【よちよちタイム】
�時４月１２日�、２６日�午後２時３０
分～４時 �所長瀬子育て支援センタ
ー �対１歳児とその保護者 ※申込

不要。

【親子クッキング（クルクル焼き）】
たこ焼き器を使って簡単なおやつ

を作ります。 �時４月１６日�午前１０
時～１１時 �所長瀬子育て支援センタ

ー �対２歳以上の乳幼児とその保護
者 �定１２組（申込先着順） �料１００円
�持エプロン、三角巾 �申４月５日�
午前１０時から電話で

【こいのぼり作り】
親子でリズム遊びとこいのぼり作

りを楽しみます。 �時４月２３日�午
前１０時～１１時 �所長瀬子育て支援セ
ンター �対２歳６か月以上の乳幼児
とその保護者 �定１５組（申込先着順）
�申４月１２日�午前１０時から電話で

◇ ◇

�申�問長瀬子育て支援センター ０６

（６７２８）１８００、�０６（６７２８）２４１３

荒本子育て支援センター

【よちよちタイム】
�時４月５日�午後１時３０分～３時

３０分、９日�午前９時３０分～１１時３０分、
１９日�午後１時３０分～３時３０分 �所
荒本子育て支援センター �対よちよ
ち歩きができる１歳１１か月までの乳

児とその保護者 ※申込不要。

【ミニ遠足】
�時４月１６日� ☆荒本子育て支援

センターに午前１０時集合、正午解散

�所荒本西公園 �対就学前の乳幼児と
その保護者 �持弁当、お茶、手ふき、
ビニールシート �申４月５日�午前
１０時～１４日�午後５時に電話で
【花園中央公園で遊ぼう】
�時４月１９日�午前１０時～１１時３０分
�所花園中央公園ラガーステーション
�対就学前の乳幼児とその保護者 �申
４月９日�午後１時３０分から電話で
【こいのぼり作り】
�時４月２３日�午前１０時～１１時３０分
�所荒本子育て支援センター �対２歳
以上の乳幼児とその保護者 �定２０組
（申込先着順） �申４月１２日�午後
１時３０分から電話で

◇ ◇

�申�問荒本子育て支援センター ０６

（６７８８）１０５５、�０６（６７８８）２５９７

ハローワーク布施とハローワーク

プラザ布施駅前では、求人・求職の

より効率的なマッチングを図るため、

下記利用内容のほかセミナーなど各

種支援を行っています。ぜひ、ご利

用ください。

募集のつづき

市民ごみ減量推進委員会の委員

市では、環境にやさしいごみを出さ

ないまちをめざして「東大阪市一般廃棄

物（ごみ）処理基本計画」を平成１８年３

月に策定し、計画を推進するための調

査や研究などを行うため、学識経験者、

市民、団体で構成する「東大阪市民ご

み減量推進委員会」を設置しています。

市民のみなさんの意見を反映するた

め、市民公募委員を募集します。

�対市内在住、在勤、在学の１８歳以上
（市の付属機関の委員、市職員・市の

外郭団体職員を除く）で平日昼間の会

議に出席できる方 �定２人 任期 委

嘱日～来年３月３１日� �申応募用紙に
「東大阪市（地域）におけるごみ減量

活動」をテーマにした作文（４００字程度）

と必要事項を書いて、４月１日�～９
日�（消印有効）に郵送（Ｅメールで
も可） ※応募用紙は４月１日�から
循環社会推進課で配布。市ホームペー

ジからダウンロードもできます。

�申�問〒５７７・８５２１市役所循環社会推進
課 ０６（４３０９）３１９９、�０６（４３０９）３８１８、
�junkanshakai@city.higashiosaka.
lg.jp

おどり教室の生徒

カラオケに合わせて新舞踊をしませ

んか。 �対４月～来年３月の第１～３
木曜日午後１時３０分～３時３０分（計３６日

間） �定１０人（申込先着順）
�所�申�問長瀬老人センター ０６（６７２０）

５６５３、�０６（６７２４）９８６９

男女共同参画社会に向けて
ひとことメッセージ

男女共同参画をめざすメッセージ性

のある自作、未発表の作品（句読点、

スペースを含み５０字以内）を募集しま

す。入選作品は６月開催の「男女共同

参画週間記念のつどい」で紹介し、展

示します。

�対市内在住、在勤、在学の方 �申ハ
ガキにメッセージと住所、氏名、年齢

（学生は学校名・学年も）、電話番号を

書いて、４月１日�～２３日�（消印有
効）に郵送（封書、ファクス、Ｅメー

ルでも可） ※何点でも応募可。作品

の著作権は市に帰属し、返却しません。

�申�問〒５７８・０９４１岩田町４―３―２２―６００
イコーラム（男女共同参画センター）

０７２（９６０）９２０１、�０７２（９６０）９２０７、�
ikoramu@city.higashiosaka.lg.jp

地域密着型サービス事業者

市では、高齢者が住み慣れた地域で

暮らし続けられるよう「地域密着型サ

ービス」の基盤整備に努めています。

次のサービスを提供する地域密着型サ

ービス事業者を募集します。

サービス項目 �地域密着型介護老
人福祉施設入居者生活介護（小規模特

養）�小規模多機能型居宅介護�夜間
対応型訪問介護 �申６月２４日�～３０日
�に直接 ※応募関係書類は４月１日

�～９日�に高齢介護課で配布。市ホ
ームページからダウンロードもできま

す。

�申�問高齢介護課 ０６（４３０９）３１８５、�
０６（４３０９）３８４８

ハローワークプラザ布施駅前

職業相談、職業紹介、求人検

索、マザーズコーナーなど

（チャイルドスペースあり）

午前１０時～午後７時

（土曜日は午後６時まで）

日曜日、祝日、年末年始

長堂１―５―６（セントラルビル２階）

０６（６７８５）１４１４、

�０６（６７８５）３４１４

ハローワーク布施

職業相談、職業紹介、雇用保

険手続き、求人申込み、事業

主支援など

午前８時３０分～午後５時１５分

土・日曜日、祝日、年末年始

長栄寺７―６

０６（６７８２）４２２１、

�０６（６７８３）６７６８

利用内容

利用時間

休 日
所在地

問合せ先

ハローワーク布施・ハローワークプラザ布施駅前

就職活動を支援します

（１０）平成２２年４月１日東 大 阪 市 政 だ よ り
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子ども読書週間
おたのしみ会

４月２３日�から５月１２日�までは「子
どもの読書週間」です。

市立図書館では子ども読書週間にあ

わせ、大型紙芝居、おはなし、絵本紹

介などをします。笑顔あふれる時間を

過ごしませんか。 �時�所�定�４月１７日
�午後２時から�旭町図書館・５０人、
大�分室・８０人�２４日�、２５日�午前
１０時～午後４時�花園図書館・８０人�
２４日�午前１１時から�永和図書館・８０人
�問�旭町図書館 ０７２（９８２）１２３５、�

０７２（９８４）６０７９ �花園図書館 ０７２

（９６５）７７００、�０７２（９６５）９２１２ �永
和図書館 ０６（６７８１）５５００、�０６（６７８４）
５６３０ �大�分室 ０６（６７２８）０２００、�
０６（６７３０）７３３７

グリーンガーデンひらおか
春の催し＆教室

【桜ハイキング】
�時４月１０日�午前１０時～午後４時
�定２０人（抽選） �内神津嶽―ぼくらの広

場―あじさい園―くさか園地―近鉄石切駅

�講枚岡自然に親しむ会・石水久夫さん
�料３００円 �持弁当、水筒、着替え、雨具、
滑らない靴 �申４月７日�まで
【健康ヨガ教室】
�時４月１１日�午前１０時～１１時３０分
�定３０人（抽選） �講骨格調整ヨガと小顔
・古谷佳子さん �料５００円 �持タオル
�申４月８日�まで
【バードウォッチング】
�時４月２５日�（雨天中止） ☆グリ

ーンガーデンひらおかに午前９時集合、

枚岡神社で午後３時解散 �定２０人（抽
選） �講東大阪野鳥の会・岩本昭広さ
ん �料２００円 �持弁当、水筒、双眼鏡
�申４月２０日�まで
【こいのぼりとストラップ作り】
�時４月２５日�午前１０時～正午 �定３０

人（抽選） �講生駒ネイチャークラフ
ト・吉岡一成さん �料５００円 �申４月２１
日�まで

◇ ◇

�申行事名、住所、氏名、年齢、電話
番号を各申込期限までに電話またはフ

ァクスで ※月曜日は休館。

�所�申�問グリーンガーデンひらおか
０７２（９８２）９９２０、�０７２（９８２）９９２１

春季映画鑑賞会
五条老人センター

市内在住の６０歳以上の方を対象に開

催します。 �時�内�４月２０日�午前�
「アマルフィ 女神の報酬」、午後�
「TAJOMARU」�２６日	午前�「カ
ールじいさんの空飛ぶ家」、午後�「感
染列島」�３０日�午前�「Mr&Mrs
スミス」、午後�「硫黄島からの手紙」
☆午前は午前１０時～正午、午後は午後

１時～３時 ※内容を変更する場合あ

り。申込不要。

�所�問五条老人センター ０７２（９８５）

３７５１、�０７２（９８６）７５９２

八戸の里老人センター
教室・クラブ会員

市内在住の６０歳以上の方を対象に、

教室・クラブ会員を追加募集します。

活動期間は４月から平成２３年３月ま

でです。春から新しく始めませんか。

�内�教室�詩吟、オカリナ、華道、
きり絵、社交ダンス、手芸�クラブ�
大正琴、謡曲、水墨画、カラオケ、ゲ

ートボール �申４月２０日�までに直
接

�所�申�問八戸の里老人センター ０６

（６７２４）６２２０、�０６（６７２４）６７３８

自由の森なるかわ
野外活動クラブ・イベント参加者

【野外活動クラブ参加者】
自然の中で野外活動を体験しません

か（計６回）。 �時５／８～９、６／５～

６／６、９／１８～２０、１１／６～７、１２／１１～

１２、来年１／１５～１６（中学・高校生）、

２／５～６（小学校５・６年生） �対
�定�小学校５・６年生�３０人�中学・
高校生�２０人 �内冒険教育、自然観察
など �料年３２，０００円 �申住所、氏名（保
護者名も）、学年、年齢、性別、電話番

号を４月２日�午前９時から電話で
【バースデイイベント参加者】
設立１４年目を迎えたなるかわで自然

を体感しませんか。 �時５月３日
（雨
天決行） ☆徒歩の方は近鉄瓢�山駅
に午前９時集合、車の方は直接現地に

午前１０時３０分集合で、午後３時現地解

散 �定２００人 �内自然ウォークラリー、
アウトドアクッキングなど �料５００円
（３歳以下は無料） �申住所、氏名、
年齢、電話番号を４月７日�午前９時
から電話またはファクスで

◇ ◇

いずれも申込先着順で火曜日は休館。

�所�申�問自由の森なるかわ ０７２（９８６）

１５５１、�０７２（９８６）１５５０

ゆとりーと共済会員

「ゆとりーと共済」は、中小企業支

援として市が出資して設立した�勤労
者福祉サービスセンターが運営する公

の共済制度です。１人月６００円の会費で、

従業員の慶弔給付をはじめ人間ドック

補助やレジャー施設の割引、教養講座

など幅広い事業を展開しています。福

利厚生の充実や外部委託を考えている

事業主はぜひご利用ください。

�申�問ユトリート東大阪 ０６（６７２１）

６０００、�０６（６７２１）１２１２

テニススクール生

�時�料�初級�日曜日午前１０時３０分～
正午・月７，０００円、火曜日午前１０時～正

午・月５，０００円�中級�土曜日午前９時
～１０時３０分、午前１０時３０分～正午、日曜

日午前９時～１０時３０分・各月８，０００円

※月初めに入会を受付。入会金２，０００円

が別途必要。ビジター会員（１回２，０００

円）もあります。 �定各若干名
�所�申�問水走ルーフテニス場 ０７２（９６３）

８８７８、�０７２（９６５）８７４３

�申往復ハガキに教室名（くすのき
カレッジは学科名）、住所、氏名、電

話番号を書いて、４月１２日	（必着）
までに郵送

【アルゼンチンタンゴ教室】
初めての方を対象にダンスの基本

を学びます。 �時４月１８日～来年３
月２０日の第１・３日曜日午後６時～

９時（計２６日間） �定１０人（抽選） �料
１回５００円（５回分前納）

【フラダンス教室】
初めての方を対象にフラダンスの

楽しさを学びます。 �時４月１９日～
来年３月２１日の第１・３月曜日午前１１

時～正午（計２０日間） �定３０人（抽選）
�講フラ・インストラクター・森千穂
さん �料１回２００円（１０回分前納）
【おもちゃの病院】
壊れたおもちゃを修理します。

�時�４月～来年３月の第１水曜日午
後３時～４時３０分（５月と来年１月

を除く）�第３土曜日午後１時～３時
３０分 ※特殊部品は実費が必要です。

申込不要。

【絵本で遊ぼう】
絵本の読み聞かせや紙芝居、お手

玉遊びなどをします。 �時４月～来
年３月の第１水曜日午後３時～４時

３０分（５月と来年１月を除く） ※

申込不要。

くすのきカレッジ

【日本史・郷土史学科】
郷土の歴史と文化財を学びます。

�時５月～来年３月の第２火曜日午後
７時～９時（８月を除く計１０日間）

�定４０人（抽選） �料３，０００円
【美術・文化学科】
日本絵画、乙女文楽などを学びま

す。 �時５月～来年３月の第２金曜
日午後６時３０分～８時３０分（８月を

除く計１０日間） �定３０人（抽選）
�料４，０００円

◇ ◇

�所�申�問〒５７８・０９４１岩田町４―３―２２―５００
くすのきプラザ（若江岩田駅前）

０７２（９６７）６５６５（�兼用）

※広告掲載の申込みは広告代理店（�宣成社 ０６・６２２２・６８８８）へ

春から始めませんか
くすのきプラザの教室＆催し

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先 �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２２年４月１日（１１）
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『なっ得�』耐震診断セミナー

地震を取り巻く最近の状況から耐震

診断の各手順まで、耐震の専門家が耐

震診断に焦点を当てて解説します。

また、本市の耐震診断補助制度につ

いても説明します。

�時４月１８日�午前１０時～正午 �所や

まなみプラザ（四条） �定３０人（申込

先着順）

�申�問指導監察課 ０６（４３０９）３２４５、�
０６（４３０９）３８３４

東大阪アリーナトレーニングルーム
新規登録者講習会

�時４月１９日�、２１日�、２２日�、２３日

�、２４日��午後１時３０分～３時３０分

�午後３時３０分～５時３０分 �対１６歳以

上の方 �定各１０人（抽選） �内機械器具

の使い方やトレーニングの注意点 �持
室内シューズ、トレーニングウェア

�申往復ハガキ（１人１枚）に講習名、

希望の日時（第２希望まで）、住所、氏

名、年齢、性別、電話番号を書いて、

４月８日�（必着）までに郵送 ※複

数申込不可。結果は１２日�ごろ通知。

【トレーニングルームの臨時休館】
４月１０日�午後２時から９時までと

１１日�終日は、トレーニングルームが

利用できません。

�所�申�問〒５７７・０８０４中小阪４―７―６０ 東

大阪アリーナ ０６（６７２６）１９９５、�０６
（６７２６）１９９４

仕事イキイキ講座
さあ、“おひとりさま”起業にチャレンジ

�時�内�４月１７日��これからの時代

の働き方、生き方�２４日��自分らし

いWork×Lifeのデザイン�５月１５日�
�わたしの起業ラフプラン�２２日��
時代を味方につけて、イキイキとした

明日を創るために ☆いずれも午後１

時３０分～４時で計４日間 �対市内在住、

在勤、在学の女性 �定１５人（抽選）

�講パーソナル・アシスタント・ギャラ

リーLEE'S代表 リー・ヤマネ・清実

さん ※１歳６か月から就学前幼児の

保育あり（１人３００円・定員１０人）。

�申往復ハガキに講座名、受講動機、住

所、氏名、電話・ファクス番号、保育

の有無（必要な場合は子どもの氏名、

生年月日も）を書いて、４月１０日�（必

着）までに郵送（ファクス、Ｅメール

でも可）

�所�申�問〒５７８・０９４１岩田町４―３―２２―６００

イコーラム（男女共同参画センター）

０７２（９６０）９２０１、�０７２（９６０）９２０７、�
ikoramu@city.higashiosaka.lg.jp

子育て援助会員養成講座
ファミリー・サポート・センター

保育所・幼稚園への送迎や自宅での

保育など、地域の子育てを支援する援

助会員になりませんか。

�時４月２５日�午前９時～午後０時３０

分 �所総合福祉センター �対自宅での

保育や送迎ができる心身ともに健康な

２０歳～７０歳の市内・近隣市在住の方

�定１５人（申込先着順） �内事業概要の

説明、子どもの健康と発達、現在の子

育て環境と求められる支援 �申講座名、

住所、氏名、年齢、電話番号を４月２３

日�までに電話またはファクスで

�申�問ファミリー・サポート・センタ

ー ０６（６７８５）２６２５、�０６（６７８９）５６１１

手話通訳者養成講座

手話が必要な聴覚障害者のコミュニ

ケーション手段を確保するため、手話

通訳活動を志す方に養成講座（通訳初級

コース）を開講します（選考試験あり）。

�時５月１２日～来年３月９日の毎週水

曜日午前９時３０分～１１時３０分（祝日、

夏期、年末年始を除く計２９日間） �所
高井田障害者センターなど �対次のす

べてに該当する方�府内に在住、在勤

�手話で聴覚障害者と日常会話が可能

�手話通訳者の登録をめざし、向上心

を持って受講できる ※府の手話通訳

者としてすでに登録している方は受講

できません。 選考日 ４月２１日�午

前９時～１１時３０分 �申福祉事務所にあ

る申込書に必要事項を書いて、４月１２

日�（必着）までに郵送（ファクスま

たは府ホームページ	https���www.sh

insei.pref.osaka.jp�ers�input.do?tet
udukiId�2010020003
でも可）

�申�問〒５４０・８５７０大阪府障がい福祉室

自立支援課 ０６（６９４４）９１７６、�０６（６９４２）
７２１５

�問障害者支援室 ０６（４３０９）３１８４、�
０６（４３０９）３８１５

少年少女発明クラブ
公開創作教室

マイナス１９６度の世界を学びませんか。

地球環境の話やサブローごまの制作も

します。 �時４月２４日�午後１時～４

時 �対市内在住の小学生 �定３０人（申

込先着順） �講大阪ガス�環境対策グ

ループ �申ハガキに教室名、住所、氏

名、学年、電話番号を書いて、４月１

日�～１６日�（必着）に郵送（ファク

スでも可）

�所�申�問〒５７７・００６５高井田中１―５―３ 産

業技術支援センター内発明クラブ事務

局 ０６（６７８５）３３２５、�０６（６７８５）３３６３

歴史学習会・Ｂ地域の文化財
神感寺跡の発掘調査と成果

常設展示「かわちのくに」展とテー

マ展示「Ｂ地域の文化財」展の開催に

伴い、Ｂ地域にある山岳寺院の一つと

して調査された神感寺跡の調査結果を

解説します。

歴史の一端にふれてみませんか。

�時４月１８日�午後２時～４時 �定３０人
（申込先着順） �講元大手前女子大学

教授・藤井直正さん �料一般５０円、高

校・大学生３０円、小・中学生２０円 �申
４月２日�午前９時から電話で

【綿の種を無料配布】
江戸時代に河内地域で盛んに栽培さ

れていた綿の種と栽培方法の説明書を

配布します。 �時４月２日�午前９時

から ※１人１袋で先着５０人。

◇ ◇

�所�申�問郷土博物館 ０７２（９８４）６３４１、

�０７２（９８６）１４３２

やまなみプラザの教室＆催し

【川柳教室】
�時４月１２日～来年３月の第２・４月

曜日午後１時３０分から（計２４日間）

�対市内在住、在勤の成人 �定２０人（抽

選） �料３，０００円
【ソフト粘土教室】
超軽量カラー粘土で花や小物を作り

ます。 �時４月１４日～来年３月の第２

・４水曜日午後２時～４時（計２４日間）

�対市内在住、在勤の成人 �定１５人（抽

選） �料月２，０００円

【やまなみコンサート】
�時４月１７日�午後２時から �内池川

宏美さん（ソプラノ）と樋上愛加さん

（ピアノ）による「私の愛しいお父様」

「この道」 �定４０人（当日先着順）

◇ ◇

�申往復ハガキに教室名、住所、氏名、

年齢、電話番号を書いて、４月４日�
（必着）までに郵送

�所�申�問〒５７９・８０５４南四条町１―７ やま

なみプラザ（四条） ０７２（９８８）３１０７

（�兼用）

スポーツ教室と水泳教室の第１期会

員を募集します。期間は５月から７月

までで、開催教室などは表のとおりです。

なお、マンツーマン指導はできません。

【スポーツ教室】
�対�少年少女の教室�小学校３年生

～中学生�その他�１６歳以上の方 �持
体育館用シューズ、ラケットなど ※

卓球教室は第２期から実施します。

【水泳教室】
�料�中学生以下�８，０００円�高校生以

上�１２，０００円
◇ ◇

※ロッカー・駐車場代は別途必要。

�申往復ハガキ（１人１枚）に教室名、

水泳は希望曜日（第２希望まで）、住所、

氏名、年齢（年少は生年月日、小・中

学生は学年も）、電話番号を書いて、４

月８日�（消印有効）までに郵送 ※

応募多数の場合は抽選し、応募が少な

い教室は中止する場合があります。結

果は４月２０日�に通知。

�所�申�問〒５７７・０８０４中小阪４―７―６０ 東

大阪アリーナ ０６（６７２６）１９９５、�０６
（６７２６）１９９４

料金

９，０００円

親子 １１，０００円
子ども ７，０００円

１３，０００円

８，０００円

４，９００円

８，０００円

定員

３０人

親子１０組
子ども１０人

３０人

４０人

５０人

４０人

とき

月曜日
１０：００～１１：３０
（計９日間）

月曜日
１７：１０～１８：４０
（計１０日間）

月曜日
１９：００～２０：３０
（計１０日間）

木曜日
１０：００～１１：３０
（計８日間）

木曜日
１７：１０～１８：４０
（計７日間）

木曜日
１９：００～２０：３０
（計８日間）

教室名

成人女子
バスケットボール

親子・少年少女
バドミントン

成人ソフトテニス

成人バドミントン
Ｂ

ミニバスケットボ
ール

成人バドミントン
Ａ

ス
ポ
ー
ツ
教
室

定員

３０人

５０人

３０人

３０人

３０人

３０人

２０人

対象

平成１６年４月２日～平成
１８年４月１日生まれの方

小学生

中学生以上の方

１８歳以上の方

６０歳以上の方

時間

１５：３０～１６：３０

１７：００～１８：００

１８：１５～１９：１５

１９：００～２０：００

１４：００～１５：００

１１：００～１２：００

１３：３０～１４：３０

曜日

月・水・木・金曜
日の４コースから
選択

木曜日

月・金曜日の２コ
ースから選択

木曜日

水・木・金曜日の
３コースから選択

月・水・金曜日の
３コースから選択

教室名

年少

小学生Ａ

小学生Ｂ

中学生・一般

女性Ａ

女性Ｂ

シルバー

水
泳
教
室
（
計
１０
日
間
）

スポーツ教室・水泳教室の会員を募集

東大阪アリーナで汗をかこう

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師

�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など

�申申込み先・応募先 �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

（１２）平成２２年４月１日東 大 阪 市 政 だ よ り


